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YN20-5000NW取扱説明書

はじめに

お使いになる前に

基本的な操作

電話帳を使う

PBXの機能を
利用する

よ り便利に使う

メ ンテナンス

こ のたびは、YN20-5000NWを お買い上げいた だ
きま し て、ま こ と にあ りがと う ございます。

• ご使用の前に、本「取扱説明書」を よ く お読みの
う え、内容を理解し てからお使い く だ さい。

• お読みにな ったあ と も、本商品のそばなどいつ
も手も とに置いてお使い く だ さ い。



本電話機は●

ークを画面に表示することができます。

技適マ、電波法ならびに電気通信事業法に基づく技術基準に適合し、
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はじめに

安全上のご注意
●必ずお守り ください●

ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。また、お読み
になった後は大切に保管してください。
ここに示した注意事項は、お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止する
ための内容を記載していますので、必ずお守りください。
次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした場合に生じる危害や損害の程度を説
明しています。

1. 本電話機、電池パッ ク、充電台の取り扱いについて（共通）.............................. 4

2. 本電話機の取り扱いについて......................................................................................... 5

3. 電池パッ クの取り扱いについて.................................................................................... 7

4. 充電台およびACアダプ タの取り扱いについて .................................................... 9

危険 この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う危険が切迫
して生じることが想定される」内容です。

警告 この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う可能性が想
定される」内容です。

注意 この表示は、取り扱いを誤った場合、「傷害を負う可能性が想定される場
合および物的損害の発生が想定される」内容です。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、本電話機の本来の性能
を発揮できなかったり、機能停止を招く内容を示します。

この表示は、本電話機を取り扱う上での注意事項を示します。

知っておくと便利な事項、操作へのアドバイス等の補足説明を示します。

この絵表示は、してはいけない、「禁止」内容です。

この絵表示は、必ず実行していただく、「強制」内容です。

この絵表示は、プラグを必ずコンセントから抜いていただく内容です。

本書中のマーク説明

STOP

お願い

重要

ワンポイント

次の絵表示の区分は、お守り いただ く 内容を説明し ています。

「安全上のご注意」は、下記の項目に分けて説明し ています。
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危険
● 本電話機に使用する機器は当社が指定したものを使用し

てください。
・ 指定品以外のものを使用した場合は、電池パックを漏液、発熱、破

裂、発火させる原因となります。

警告
● 強い衝撃を与えたり、投げつけたりしないでください。

・ 電池パックの漏液、発熱、破裂、発火や機器の故障、火災の原因と
なります。

● 引火、爆発の恐れのある場所では使用しないでください。
・ プロパンガス、ガソリンなど引火性ガスや粉塵の発生する場所で

使用すると、爆発や火災の原因となります。

● 電子レンジや高圧容器に、電池パック、本電話機や充電台
を入れないでください。
・ 電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させたり、本電話機、充電台の

発熱、発煙、発火や回路部品を破壊させる原因となります。

注意
● 湿気やほこりの多い場所、また高温となる場所には保管

しないでください。
・ 故障の原因となります。

● 子供が使用する場合は、保護者が取り扱いの内容を教え
てください。また、使用中においても、指示どおりに使用
しているかをご注意ください。
・ けがなどの原因となります。

● 直射日光の強い場所や炎天下の車内などの高温の場所で
使用、放置しないでください。
・ 電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させたり、機器の変形、故障の

原因となります。

● ぐらついた台の上や傾いた場所など、不安定な場所には
置かないでください。
・ 落下して、けがや故障の原因となります。

● 乳幼児の手の届かない場所に保管してください。
・ けがなどの原因となります。

1. 本電話機、電池パック、充電台の取り扱いについて（共通）
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警告
● 自動車等を運転中に使用しないでください。

・ 安全走行を損ない、事故の原因となります。車を安全なところに
停車させてからご使用ください。

● 分解、改造をしないでください。
・ 火災、けが、感電などの事故または故障の原因となります。無線機

器の改造は電波法違反にもなります。

● ストラップなどを持って本電話機を振り回さないでくだ
さい。
・ 本人や他の人などに当たり、けがなどの事故や故障および破損の

原因となります。

● 高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機器の近くで
は、本電話機の電源を切ってください。
・ 電子機器が誤動作するなどの影響を与える場合があります。

＜ご注意いただきたい電子機器の例＞

・ 補聴器、ペースメーカ、その他医用電気機器、火災報知器、自動ド
ア、その他の自動制御機器など。

・ ペースメーカ、その他医用電気機器をご使用される方は、当該の
各医用電気機器メーカもしくは販売業者に電波による影響につ
いてご確認ください。

● 航空機内や病院など、使用を禁止された区域では、本電話
機の電源を切ってください。
・ 電子機器や医用電気機器に影響をおよぼす場合があります。
・ 医療機関内における使用については各医療機関の指示に従って

ください。

● 心臓の弱い方は、着信バイブレータ（振動）や着信音量の
設定に注意してください。

2. 本電話機の取り扱いについて
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注意
● 自動車内で使用した場合、車種によっては、まれに車載電

子機器に影響を与えることがあるため、自動車内で使用
する際は、十分な対電磁波保護がされているか、自動車販
売店にご確認ください。
・ 安全走行を損なう原因となります。

● 本電話機に他の機器を近接設置する場合、当該機器の設
置・運用基準を必ず守ってください。本電話機が誤動作す
る原因になることがあります。

● 磁気カードなどを本電話機に近づけないでください。
・ 磁気データが消えてしまうことがあります。

キャッシュカード、クレジットカード、テレホンカードなどの磁
気記録を利用しているものを本電話機に近づけないでください。

● ズボンやスカートの後ろのポケットに本電話機を入れた
まま、椅子などに座らないでください。
・ 故障の原因となります。

● 通話中は充電しないてください。
・ 低温やけどする原因となります。

● 鞄の底など無理な力がかかるような場所には、本電話機
を入れないでください。
・ 故障の原因となります。

2. 本電話機の取り扱いについて（つづき）
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電池パックに記載されている表示により、電池の種類をご確認ください。

　

表示 電池の種類

リチウムイオン リチウムイオン電池

危険
● 電池パックは火のそば、ストーブのそばなど、高温の場所

で使用、放置しないでください。
・ 電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。

● 電池パックをご使用の際は、次のことは絶対にしないで
ください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。
・ 火の中に投下しないでください。
・ 直接ハンダ付けしないでください。
・ 電池パックの端子を針金などの金属類で接続しないでください。

また、金属製ネックレスなどと一緒に持ち運んだり、保管しない
でください。

・ 釘を刺したり、ハンマーで叩いたり踏みつけたりしないでください。
・ 外装ケースをはがしたり、傷をつけないでください。

● 分解、改造をしないでください。
・ 電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。

● 電池パックは、プラス（＋）・マイナス（－）の向きが決めら
れています。本電話機に接続するときはプラス・マイナス
の向きを確かめてください。
・ 電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。

● 電池パック内部の液が目に入ったときは、こすらず、すぐ
にきれいな水で洗った後、直ちに医師の診療を受けてく
ださい。
・ 失明などの原因となります。

● 電池パックは本電話機にのみ使用してください。
・ 電池パックを指定以外の電源に使用すると、漏液、発熱、破裂、発

火させる原因となります。

3. 電池パックの取り扱いについて
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警告
● 所定の充電時間を超えても充電が完了しない場合は、充

電をやめてください。
・ 電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。

● 電池パックの使用中、充電中、保管時に、異臭、発熱、変色、
変形など、いままでと異なるときは、本電話機から取りは
ずし、使用しないで販売店へお問い合わせください。
・ そのまま使用すると、電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる

原因となります。

● 電池パック内部の液が皮膚や衣服に付着した場合は、直
ちにきれいな水で洗い流してください。
・ 皮膚に傷害をおこす原因となります。

● 電池パックが漏液したり異臭がするときは、直ちに火気
から遠ざけてください。
・ 漏液した溶解液に引火し、発火、破裂の原因となります。

注意
● 水やペットの尿などで電池パックを濡らさないでください。

・ 電池パックを発熱、発煙させたり、サビの原因となります。

●「二次電池」には希少金属が用いられております。
電池パック交換等対象電池パックが不要となった場合の
処理方法を下記に示しますのでご協力ください。
・ 電池不要時の処理方法
（1）リチウムイオンはリサイクル可能な貴重な資源です。
（2）交換後不要になった電池パックのリサイクルに際しては、

ショートによる発煙、発火の恐れがありますので、端子を絶縁
するためにテープを貼るかポリ袋に入れて、NEC環境ホーム
ページ上て示します「法人向け二次電池持ち込み拠点」への搬
入、あるいは、NEC環境ホームページ上で示します方法等に準
拠した、適切な回収処理を行ってください。

なお、NEC環境ホームページは、
「http://www.nec.co.jp/eco/ja/」

をご覧ください。

3. 電池パックの取り扱いについて（つづき）

http://www.nec.co.jp/eco/ja/
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警告
● ACアダプタは必ずAC100Vを使用してください。

・ 誤った電圧で使用すると、火災、故障の原因となります。

● ACアダプタ、電源コードが傷んだら使用しないでください。
・ 感電、発煙、火災の原因となります。

● 分解、改造をしないでください。
・ 感電、火災、故障の原因となります。

● 充電台を濡らさないでください。
・ 水やペットの尿などの液体が入ると発熱、感電、故障などの原因

となります。使用場所、取り扱いにご注意ください。

● 濡れた手で充電台、AC アダプタ、電源コードやコンセン
トに触れないでください
・ 感電の原因となります。

● 万一水などの液体が入った場合は、直ちにコンセントか
らプラグを抜いてください。
・ 感電や発煙、火災の原因となります。

● ACアダプタについたほこりは拭き取ってください。
・ 火災の原因となります。

● コンセントにつながれた状態で充電端子をショートさせ
ないでください。
また、充電端子に手や指など、身体の一部を触れないでく
ださい。
・ 火災、故障、感電、傷害の原因となります。

● AC アダプタや充電台は、風呂場など湿気の多い場所では
絶対に使用しないでください。
・ 感電の原因となります。

● 充電台は、指定のACアダプタを使用して本電話機と電池
パックの充電にのみ使用してください。
・ 指定以外の AC アダプタを使用すると、電池パックを漏液、発熱、

破裂、発火させる原因となります。

● AC アダプタは、本電話機および指定の電池パックの専用
品です。他の製品、用途では使用しないでください。

4. 充電台およびACアダプタの取り扱いについて
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警告
● 充電台にコイン、クリップなどの金属類を置かないでく

ださい。
・ 金属類が発熱し、やけどの原因となります。

注意
● AC アダプタ、電源コードの上に重いものをのせたり、改造

したりしないでください。
・ 感電や火災の原因となります。

● 充電終了後は、コンセントからACアダプタのプラグを抜
いてください。
・ 火災、故障の原因となります。

● AC アダプタをコンセントから抜くときは、必ず AC アダ
プタ本体を持って抜いてください。
・ コードを引っ張ると、コードが傷つき、感電や火災の原因となり

ます。

● 充電中は、充電台を安定した場所に置いてください。ま
た、充電台を布や布団でおおったり、包んだりしないでく
ださい。
・ 電話機がはずれたり、熱がこもり、火災、故障の原因となります。

● 清掃する際には、必ずコンセントからACアダプタのプラ
グを抜いてください。
・ 感電の原因となります。

4. 充電台およびACアダプタの取り扱いについて（つづき）
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共通のお願い
お手入れは乾いた柔らかい布で行って く だ さい。

濡れたぞうきんなどで拭くと、故障の原因となります。また、アルコール、シンナー、ベンジ
ン、洗剤などで拭くと、印刷が消えたり、色があせたりすることがあります。

端子は時々乾いた綿棒で清掃し て く だ さい。
端子が汚れていると接触が悪くなり、電源が切れることがあります。また、充電台では正常
に充電できない場合があります。

エアコ ンの吹き出し口の近 く に置かないで く だ さい。
急激な温度の変化により結露がつき、内部が腐食する原因となります。

本電話機に無理な力がかかるよ う な場所に置かないで く だ さい。
多くの物がつまった荷物の中に入れたり、衣服のポケットに入れて座ると、液晶ディスプレ
イ、内部基板等の破損/故障の原因となります。

本電話機についてのお願い
極端な高温・低温はさけて く だ さい。

温度は0℃～40℃、湿度は35%～85%の範囲（ただし結露しないこと）でお使いください。

一般の電話機やテ レ ビ・ラ ジオ等をお使いにな っ ている近 く で使用する
と、影響を与える場合があ り ますのでなるべ く 離れた場所でご使用 く だ
さい。

電池パックについてのお願い
直射日光があたらず、風通しのよい涼しい場所に保管し て く だ さい。

長時間使用しないときは、使いきった状態で本電話機からはずして保管してください。

電池パッ クは消耗品です。
充電を繰り返しても機能が回復しない、または使用できる時間が 初の半分程度になる場
合、電池パックの寿命です。指定の新しい電池パックをお買い求めください。

不要になった電池パッ クは一般のゴ ミ と一緒に捨てないで く だ さい。
交換後不要になった電池パックのリサイクルに際しては、ショートによる発煙、発火の恐れ
がありますので、端子を絶縁するためにテープを貼るかポリ袋に入れて、NEC環境ホーム
ページ上で示します「法人向け二次電池持ち込み拠点」への搬入、あるいは、NEC環境ホーム
ページ上で示します方法等に準拠した、適切な回収処理を行ってください。

なお、NEC環境ホームページは、
「http://www.nec.co.jp/eco/ja/」

をご覧ください。

充電台についてのお願い
次のよ う な場所では充電し ないで く だ さい。

周囲の温度が5℃以下または35℃以上になる場所
湿気・ほこり振動の多い場所（誤動作の原因となります。）
ラジオなどのそば（ラジオなどに雑音が入ることがあります。）

取り扱い上のお願い

http://www.nec.co.jp/eco/ja/
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本電話機は、電池カバーを取 り 付けてUSB端子のキャ ッ プ を し っか り 閉
めた状態で、IP55相当/IP57相当の防水性能と防塵性能（当社試験方法によ
る）を有してお り ますが、これは完全防水を保証する ものではあり ません。
下記の注意事項をお読みの う え、適切な方法でご利用される よ う お願い
いた し ます。

防水性能について

～IPX5の防水性能～
IPX5とは、本電話機のUSB端子のキャ ッ プ を し っか り 閉めた状態で、内径
6.3mmの ノ ズルを用いて、約3mの距離から約12.5リ ッ ト ル/分の水を3分以
上注水する条件で、あらゆる方向からの ノ ズルによ る噴流水によ っても、
電話機と し ての性能を保つこ と を意味し ます。

流水によ っても、電話機と し ての性能を保つこ と を意味し ます。

～IPX7の防水性能～

IPX7とは、本電話機を常温の水道水、かつ水深1mの静水に、USB端子のキ
ャ ッ プ を し っか り 閉めた状態で静かに沈め、30分間放置後に取り出し た
後に電話機と し ての機能を有する こ と を意味し ます。
※耐水圧設計ではあ り ませんので、高い水圧で水をかけた り、長時間水中
   に放置し た り などはし ないで く だ さい。

実際の使用に当た っ て、すべての状況で動作を保証する ものではあ り ま
せん。弊社内で調査し た結果、お客様の不適切な使用による故障と判明し

た場合には、保証対象外と な り ます。

本電話機の防水上の注意事項
• 電池カバーを本電話機に取り付けて、USB端子のキャ ッ プを し っかり閉

めて く だ さ い。電池力バーやキャ ッ プが浮いている と こ ろがない こ と
を確認し てから ご使用 く だ さ い。すき間に髪の毛1本程度の微細な もの
で も挟ま っ た場合、水が付着 し た際に本体内部に浸水する こ とがあ り
ます。

• 電池カバー、USB端子のキャ ッ プが開いている場合、本体内部に浸水し、
感電や故障の原因と なる こ とがあ り ます。

防水性能について

IP5Xとは、保護度合いを指し、直径75μm以下の塵埃（じんあい）が入った装
置に電話機を8時間入れてかくはんさせ、取り出したときに電話機の機能を有
し、かつ安全を維持することを意味します。

～IP5Xの防塵性能～

12
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本電話機の防水上の注意事項（つづき）
• 水につけた状態では使用（キャ ッ プ等の開閉やキー操作も含む）し ない

で く だ さ い。また水中に長時間放置し ないで く だ さ い。故障の原因にな
り ます。本電話機は水に浮きません。

• 手が濡れてい る と きや本電話機に水滴が付い てい る状態で、電池 カ
バー、USB端子のキャ ッ プの開閉を し ないで く ださい。

• 電池カバー、USB端子のキャ ッ プのゴムパッキンに水滴や汚れ、砂粒、泥
などがわすかで も付着し ている場合、乾いた柔らかい清潔な布で拭き
取って く だ さい。

• 海水、温泉、プールの水や、石けん、洗剤、シ ャ ンプー、リ ンス、入浴剤、薬
品などの入っ た水には絶対につけないで く だ さ い。も し、誤っ て付着し
た場合、そのままにせず、すみやかに洗面器などに溜めた水道水で洗っ
て く だ さ い。洗 う 際にはブ ラ シなどは使用せず、USB 端子のキャ ッ プが
開かないよ う に押さ えたままで洗って く だ さい。
また、蛇口からの流水は直接当てないで く だ さ い。洗濯機や超音波洗浄
機等で洗わないで く だ さい。

• 送話口（マ イ ク）、ス ピーカ など を先が と がっ た ものでつつかないで く
だ さい。防水性能が損なわれる原因と な り ます。

• 送話口（マ イ ク）、スピーカに水滴を残さ ないで く だ さ い。通話不良の原
因と なる恐れがあ り ます。

• 本電話機は耐熱設計ではあ り ません。熱湯をかけた り、サウナで使用し
た り、また ド ラ イヤなどの熱風を当てた り し ないで く ださい。

• 本電話機は防湿設計ではあ り ません。お風呂場、キ ッ チン など、湿気の
多い場所には長時間放置 し ないで く だ さ い。また、胸ポケ ッ ト など、体
温がこ も りやすい場所にご注意 く だ さい。

• 本電話機の防水性能は、常温の真水・水道水にのみ対応し ています。
• 本電話機を落下さ せる と、衝撃によ り 傷の発生や防水性能を劣化 さ せ

る こ とがあ り ます。本電話機を落下させるなど し た場合には、防水性能
の保証を負いかねます。取扱いには十分ご注意 く ださい。

• 電池カバーが破損 し た場合には内部に水が入 り、感電や電池の腐食な
ど故障の原因と な り ます。その場合は電池カバーを交換し て く ださい。

• 本電話機を砂浜などの上に直接置かないで く だ さ い。送話口（マイ ク）、
スピーカ などに砂粒などが入 り、音が聴き取 り に く く な る恐れがあ り
ます。

• 充電台、AC アダプ タ、電池パッ クなどの付属品は防水性能を有し てお り
ません。水分や湿気のある場所で使用し ないで く ださい。
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濡れたときは
• 本電話機が濡れた と きには、乾いた手で、乾いた柔らかい清潔な布をご

使用の上、丁寧に拭いて く だ さい。
• 充電端子、USB端子がシ ョ ー卜する恐れがあるため、水滴が付着したまま

放置し ないで く ださい。また、濡れている状態で充電し ないで く ださい。
• 寒冷地で本電話機に水滴が付着し たまま放置する と凍結する こ とがあ

り ます。凍結し た状態で使用する と故障の原因にな り ますので、水分が
付着し たら必ず拭き取って く だ さい。

• 本電話機に水滴が付着し た状態で放置 し ないで く だ さ い。本電話機は
ボ タ ンの周囲に水分が入 り 込む構造にな っ ていますが、水分が入 り 込
んだ場合は本電話機を垂直に し、軽 く たた く など し て払い落 と し て く
だ さ い。その際、本電話機を落下 さ せないよ う 十分注意 し て く だ さ い。
払い落 と せず残っ た水分は、乾いた柔らかい清潔な布で拭き取っ て く
だ さい。

• 本電話機に水や雪がついた状態のままにする と、本体に付着し た水や、
すき間にたま っ た水で服やバ ッ グを濡らす場合があ り ますのでご注意
く だ さい。

• 電子レンジ、オーブンやド ラ イヤー等で乾燥させないで く ださい。

利用シーン別の注意事項
～雨の中で～

• 電池カバー、およびUSB端子のキャ ッ プを し っかり閉じ た状態で、雨の
中で使用する こ とができます。

• 「やや強い雨※」の中で、傘を さ さずに通話できます。
• 雨の中や、手が濡れている と き、あるいは水滴が付いたままでの電池カ

バーの取り外しや、USB端子のキャ ッ プの開閉は絶対に行わないで く だ
さい。

※ やや強い雨とは、1時間の雨量が10mm以上20mm未満のこ と をいいます。

～洗う～
• 汚れた場合、洗面器などに溜めた水道水で洗う こ とができます。
• 洗う 際にはブ ラシなどは使用せず、USB端子のキャ ッ プが開かないよ う

に手で押さ えたまま洗って く だ さい。
• 耐水圧設計ではあ り ませんので、水道の蛇口やシ ャ ワーなどから直接

流水をかけないで く だ さ い。また、洗面器などの水の中に、長時間放置
し ないで く だ さい。

• 本電話機は水に浮き ません。水の中に投げ入れた りせずに、手で持っ た
状態で取り扱って く だ さい。

• 本電話機を洗濯機や超音波洗浄機や食器洗い機などに入れて洗わない
で く だ さい。
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利用シーン別の注意事項（つづき）
～お風呂場で～

• 電池カバー、USB端子のキャ ッ プを し っかり閉じた状態で、お風呂場で使
用する こ とができます。濡れた手で持って通話する こ と もできますが、湯
船にはつけないで く ださい。

• 水道水や真水の中につけ る こ と はで き ま すが、温泉や石けん、洗剤、
シャ ンプー、リ ンス、入浴剤などの入った水にはつけないで く ださい。

• 水につけた状態では使用（キャ ッ プ等の開閉やキー操作も含む）し ない
で く だ さい。故障の原因にな り ます。

• 耐水圧設計ではあ り ませんので、水道の蛇口やシ ャ ワーなどから直接
流水をかけないで く だ さい。

• 使用する場所によ っては、電波が入り に く く なる こ とがあ り ます。
• 使用場所の急激な温度の変化は、結露の原因と な り、故障につながり ま

す。寒い場所から暖かいお風呂場などに本電話機を持ち込む場合には、
本電話機が常温になったこ と を確認し てから持ち込んで く ださい。

• デ ィ スプ レ イパネルの内側に結露が発生 し た場合には、結露が取れる
まで常温の状態で放置し て く だ さい。

• お風呂場での長時間のご使用は避けて く だ さい。
• 本電話機を浴槽につけた り、落下させた り し ないよ う注意し て く ださい。
• 本電話機は耐熱設計ではあ り ません。熱湯につけた り、サウナで使用し

た り、温風（ド ラ イヤなど）を当てた り し ないで く ださい。
• 周囲温度0℃～40℃、湿度35%～85%の範囲で使用し て く ださい。
• 充電台、AC アダプ タ、電池パッ クなどの付属品は防水性能を有し てはお

り ません。お風呂場には持ち込まないで く だ さい。

～キッチンで～
• 電池カバー、USB端子のキャ ッ プを し っかり閉じた状態で、キッ チンで使

用する こ とができます。
• 石けん、洗剤、調味料、ジ ュース、お茶、果物の果汁など、水道水以外のも

のをかけた り、つけた り し ないで く だ さい。
• 耐熱設計ではあ り ませんので、ポ ッ ト のお湯などの熱湯や冷水をかけ

た り、つけた り し ないで く だ さい。
• 耐水圧設計ではあ り ませんので、水道の蛇口やシ ャ ワーなどから直接

流水をかけないで く だ さい。
• 耐熱設計ではあ り ませんので、コ ンロのそばや冷蔵庫の中など、極端に

高温・低温になる所には置かないで く だ さい。
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利用シーン別の注意事項（つづき）
～プールサイ ドで～

• 電池カバー、USB端子のキャ ッ プを し っかり閉じた状態で、プールサイ ド
で使用する こ とができます。

• 濡れた手で持っ て通話する こ と も で き ますが、プールの水などの薬品
が含まれている水につけた り、落下させた り し ないで く ださい。

• 水につけた状態では使用（キャ ッ プ等の開閉やキー操作も含む）し ない
で く だ さい。故障の原因にな り ます。

• プールの水がかかっ た場合は、洗面器などに水道水を溜めて洗い流 し
て く だ さ い。洗 う 際にはブ ラ シなどは使用せず、USB端子のキャ ッ プが
開かないよ う に手で押さ えたまま洗って く ださい。

• 炎天下で高温になる場所で使用し た り、放置し た り し ないで く ださい。

充電する際の注意事項
• 充電台、AC アダプ タ、電池パッ クなどの付属品は防水性能を有し てはお

り ません。充電時、および充電後には、必す次の点を確認し て く ださい。
-水に濡れた後に充電する場合は、乾いた柔らかい清潔な布で水を拭き

取ってから充電し て く だ さい。
-充電の際にUSB端子のキャ ッ プを開いた場合には、充電後にキャ ッ プを

し っかり閉じ て く ださい。
-本電話機が濡れている状態では絶対に充電し ないで く ださい。感電や本

体内部の回路がシ ョ ー卜するなど し て、火災や故障の原因と な り ます。
-充電台、ACアダプ タ を濡れた手で触れないで く だ さい。感電の原因と

な り ます。
-充電台、ACアダプ タは、水のかからない場所で使用し て く だ さい。濡れ

た状態で使用する と火災・感電の原因と な り ます。
-充電台、ACアダプ タは、お風呂場、キッ チン、サウナ、洗面所などの水周

りや湿気の多い場所では使用し ないで く だ さい。火災・感電の原因と
な り ます。

• 充電時は、充電台をご使用 く だ さい。
USB端子のキ ャ ッ プ を開けてACアダプ タ と 接続 し て も充電で き ます
が、充電台を使用する こ と でキャ ッ プの閉め忘れや、すき間に異物が挟
まる こ と を防ぐ こ とができます。本体とUSB端子のキャ ッ プ とのすき間
に異物が挟まる と防水性が保持できないこ とがあ り ます。
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ゴムパッキンについての注意事項
本電話機の電池カバー、USB端子のキャ ッ プの周囲のゴムパッ キンは、防
水性能を保持するために非常に重要な役割を果た し ます。そのため以下
の点に注意し て く だ さい。
• ゴムパッキンをはがし た り、傷付けた り し ないで く ださい。
• 電池カバー、USB端子のキャ ッ プを閉める際はゴムパッキンを挟み込まな

いよ う注意して く ださい。挟み込んだまま無理やり閉めよ う とする と、ゴ
ムパッキンが傷付き、防水性能が保持できな く なる場合があり ます。

• 常温の真水や水道水以外の液体（海水、温泉、プールの水や、石けん、洗
剤、シ ャ ン プー、リ ン ス、入浴剤、薬品、汗な どの入 っ た水）が付着す る
と、防水性能を維持できな く なる場合があ り ます。

• 電池カバー、USB端子のキャ ッ プの開閉などをする と きは手袋などを し
たまま操作し ないで く だ さ い。また、カバーやキャ ッ プにゴ ミ などが付
着し ないよ う に し て く だ さ い。ゴムパ ッ キンの接触面に微細なゴ ミ （髪
の毛1本、砂粒1個、微細な繊維など）がわずかで も挟まる と、本体内部に
浸水する原因 と な る こ と があ り ます。微細なゴ ミ が付着 し ている場合
は、乾いた柔らかい清潔な布で拭き取って く ださい。

• 電池カバー、USB端子のキャ ッ プのすき間に、先のとがったものを差し込
まないで く ださい。ゴムパッキンが傷つ く おそれがあり、本体内部に浸水
する原因と な り ます。

• 電池カバー、USB端子のキャ ッ プを閉じ る と きは、ゴムパッキンが付いて
いる こ と を確認し て く ださい。

ご注意
• 防水性能を維持するためには、異常の有無にかかわらず2年ご とのメ ン

テナンスが必要です。
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●取扱説明書の構成

はじめに 本電話機を使用するときに注意していただ
きたいことなどを説明しています。

基本操作編 単純に電話をかけたり、受けたりするまでの
基本的な操作について説明しています。

1.お使いになる前に
お使いになる前に知っておいていただき
たいことをまとめています。

2.基本的な操作
電話をかけたり、受けたり、という基本的
な操作と文字入力など使用頻度の高い機
能を説明しています。

3.電話帳を使う
電話帳を登録したり、電話帳を利用して
電話をかける操作について説明していま
す。

活用編 本電話機をより活用していただくための機
能や高度な使い方について説明しています。

4. PBXの機能を利用する
ソフトキーやPBXのローミング機能を
利用する方法を説明しています。

5.よ り便利に使う
本電話機で利用できる便利な機能や、使
い勝手をよくする設定操作について説明
しています。

メ ンテナンス 6. メ ンテナンス
故障かな?と思ったときの確認方法や仕
様などを説明しています。

取扱説明書の見方
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●ボタ ンの表記

●操作説明のページの構成

機能キーの中央を押すマークです。ソフトキーやメニューなどで
選択している機能を表示確定するとき、設定を実行するときなど
に押します。

機能キーを上下左右に押すマークです。ソフトキーやメインメ
ニューを選択するときなどに押します。

ダイヤルボタンを使って数字や文字を入力するマークです。電話
をかけたり、電話帳の名前などを入力するときなどに使います。

そのマークのボタンを押すマークです。それぞれボタン上に機能
がついています。

他/

章タ イ ト ル
章ごとにタイトルが付けら
れています。

タ イ ト ル
目的ごとにタイトルが付け
られています。

ワンポイ ン ト
知っておくと便利な事項、操
作へのアドバイス等の補足
説明を示します。

STOP
この表示を無視して、誤った
取り扱いをすると、本電話機
の本来の性能を発揮できな
かったり、機能停止を招く内
容を示します。

重要
この表示は、本電話機を取り扱
う上での注意事項を示します。

モー ドのマーク
公衆モードで使用している
ときのみ利用できる機能で
す。

事業所コードレスシステム
モードで使用しているとき
のみ利用できる機能です。

トランシーバーモードで使
用しているときのみ利用で
きる機能です。
* マークのないところは、す

べてのモードで共通に利用
できる機能です。

操作手順説明
順番に操作を説明します。

3

1

2

PHS

　ピック　

　モード　

　3000　
メニュー

　電話帳　

1212：34

12 34
20002000
ＯＳ１ＯＳ１

12月3012月30日（  ）日（  ）日

ワンポイント

STOP

お願い

重要

PHS
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長

特長

事業所コード レスシステムモード
事業所コードレスシステム機器に接続すれば
携帯型の内線電話機としてお使い頂けます。会
社内で持ち歩けば、内線通話や外線通話がいつ
でもどこでもつながります。なかなか自分の席
に戻れない人に 適です。（→P56）

移動中でも途切れに く い
移動時などは条件のよいアンテナを通話
中に検索することによって、アンテナ切
替えの時間が短くなりました。
※ 電波状態によっては通話が途切れる場

合があります。

大1000件の電話帳
大1000件の電話帳を登録できます。ま

た、1件につき、3つまでの電話番号を登録
できます。（→P100）

「混み合っています」表示
発信時に近くのアンテナの回線がすべて使用中でつ
ながらないとき、「混み合っています」と表示します。
意味も無くつながらないというイライラがありませ
ん。
※事業所コードレスシステムでご利用の場合
のみ表示します。

公衆サービス
公衆サービスに加入されますと、本電話
機を外に持ち出して利用することができ
ます。リモートロック、Air発番、着信拒否
機能に対応しています。
※ 必ず公衆サービスへの加入が必要で

す。（→P50）

発信番号付加
発信する際、サブメニューキーを押すこ
とで、表示している電話番号の先頭に外
線発信用の「0」などの特別番号を組み合
わせて発信することができます。

（→P165）

接続先変更
屋内/公衆デュアルモードで発信する際、
保留ボタンを長押し（2秒以上）すること
で、接続先のモードを簡単に変更するこ
とができます。

（→P52）

同時に2つのモー ドの待ち受けが可能
（デュアルモー ド）
2つのモードで待ち受けることができ、ど
ちらのモードでも電波が届いていれば受
信可能です。本電話機1つで内線電話機と
してもPHSとしてもお使い頂けます。（→
P51）
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特特
長長

　

電話帳編集ソフ トウェア対応
パソコンからの操作で電話機に新たな
データを登録したり電話帳の内容を簡単
に変更することができます。パソコンに
は、USBで接続します。
※ 詳細は販売店にお問い合わせくださ

い。

新デザイン＆操作性改善
コンパクトなボディに大きくて見やすい
カラー液晶画面を搭載。また、ソフトキー
の機能改善により、 使いたい機能をすぐ
に利用できます。

防水・防塵対応（IP55／IP57）
埃の多い現場での利用や、思わぬ水濡
れにも安心なIP55／IP57の防水・防
塵に対応していますので、安心して利
用できます。

シンプルメール対応
構内にて本電話機の間でテキストメッ
セージをやりとりできます。また、メッ
セージ送信システムを利用して、複数の
本電話機へメッセージを 同報できます。

（→P128）
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セッ トの確認

はじめに、セ ッ ト 内容を確認し て く だ さい。
セ ッ ト に足り ないものがあった場合は、販売店等へご連絡 く だ さい。

電話機×1 ACアダプタ×1 電池パック×1

早分かりガイド×1
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2

各部の名称

◆電話機

前面

受話口

機能キー
上下左右を押すと機能メニュー
を選択します。
中央を押すと表示中の項目の
確定や機能を実行します。

フ レキシブルキー
（F1キー、F2キー）
任意に設定したダイヤル情報で
発信するときに使います。
ソフトキーを選択するときに使
います。

保留ボタ ン
通話を保留にするときや、事業
所コードレスシステムモード
で転送をするときに使います。

通話ボタ ン
電話をかけたり受けたりします。

留守録/ ド ラ イブボタ ン
留守録/ドライブを有効にした
り、解除するときに使います。

着信/充電ラ ンプ（→P30）

液晶デ ィ スプレ イ（→P31）

電話帳ボタ ン
電話帳を表示します。

ク リ アボタ ン
画面の文字を消すときに利用し
ます。
直前の画面に戻る時に使います。

電源/切ボタ ン
電源の入/切や、電話を切ると
き、操作を中止するときなどに
使います。

ダイヤルボタ ン
電話番号をダイヤルしたり、文
字を入力します。

マナーボタ ン
マナーモードを有効にしたり
解除するときに使います。

送話口（マイ ク）
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背面/側面/底面

アラーム口
着信音、警告音などの音が
鳴ります。

電池力バー（→P35）

八ン ド ス ト ラ ッ プ取
り付け穴

USB端子
ACアダプタやUSBケー
ブル、イヤホンマイク（別
売）を差し込んで利用しま
す。
マイクロUSBの規格に準
拠したイヤホンマイクで
は、イヤホンマイクの操作
で応答、切断が可能です。
対応の可否はイヤホンマ
イクの仕様によるため、イ
ヤホンマイクの仕様を確
認の上、使用してくださ
い。

ラ ンプ ラ ンプのつき方 電話機の状態

着信/充電ランプ 着信時 点滅（緑） 電話がかかってきたとき

充電時
点灯（赤） 充電中のとき

点灯（赤→消灯） 充電が終了したとき

● 着信時の点滅は、赤、緑、オレンジに変更できます。
● 不在着信あ り、メ ール着信あ り、ア ラームがある と緑点滅にな り ます。

ランプ表示

ワンポイント
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～ソ フ ト キー～
OS（事業所コード レスシステムモード）で利用できる機能が表示されます。
機能キーを上下左右に押し て機能を選択し ます。
表示される メ ニューは、登録し ているPBXの機種や待受時/通話中などの
条件によ っ て異な り ます。また、PBX側での設定が必要なため、設定方法
については工事・保守者にお問い合わせ く だ さい。

画面の一例 メニュー 機能メニューの選択画面を呼び出す
（→P34）

聞き取り VoiceMail（通話録音装置の音声メッセー
ジ）を聞く

通話録音 通話録音をする

録音転送 すべての着信を通話録音装置へ転送する

不在転送 すべての着信を転送する

話中転送 通話中の着信を転送する

圏外転送 圏外または電源OFF時の着信を転送する

不応答転 一定時間不応答の着信を転送する

転先不在 離席時に移動先の電話機から転送設定が
できる

キャンプ 呼び出し先が通話中のとき通話が終わり
次第呼び出しがある

会議 通話中に他者を呼び出し三者通話を行う

着信拒否 着信を規制する

割込拒否 割込通話を規制する

割り込み 通話中の内線に接続する

ウェイト 相手通話中に割り込み音を送る

ピック グループ内の他の番号への着信に応答する

シェア 本電話機と多機能電話機が1つの電話番
号を使用する

パーク 保留した通話に別の電話機から応答する

客室状態 客室状態を設定する

発信制限 発信を制限する

着信制限 着信を制限する

　ピック　

　モード　

　3000　
メニュー

　電話帳　

1212：3434

1212 3434
20002000
ＯＳ１ＯＳ１

12月3012月30日（  ）日（  ）日
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～表示されるアイ コ ンの意味～

① ローミング機能を利用している（→P124）

② シンプルメールが届いている

③ アラームを設定している（→P139）

④ 着信がバイブレータになっている（→P85）

着信がサイレントになっている（→P80）

⑤ 「マナーモード」を設定している（→P81）

⑥ ドライブモードを設定している（→P142）

⑦ 留守録を設定中

⑧ ワンナンバシェアリングを設定している

⑨ VoiceMail（通話録音装置から音声メッセージ）が届いている（→P120-123）

⑩ OSで転送（不在転送、録音転送）を設定している

⑪ OSで着信拒否を設定している

　ピック　

　モード　

　3000　
メニュー

　電話帳　

1212：3434

1212 3434
20002000
ＯＳ１ＯＳ１

12月3012月30日（  ）日（  ）日

①

③

④ ⑧⑦⑤ ⑥

②

⑨ ⑩ ⑪



⑧ 認証情報表示 認証情報の表示(→P45)
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準備

◆電池パックをセットする・交換する

1 （（交交換換時時ののみみ））電電源源をを切切るるとと ききはは、、
「シャットダウンしますか？」と表示されるので「YES」を選択します。「シャットダウンしますか？」と表示されるので「YES」を選択します。

ボボタタンンをを押押しし続続けるとけると

2電電池池カカババーーをを取取りり外外ししまますす。。
①部分に指を添えて、②部分に指先をかけてリアカバーを矢印の方向に持ち
上げます。

3 （（交交換換時時ののみみ））電電池池パパッッククをを取取りり出出ししまますす。。

● 電池カバー、USB端子のキャップの開閉などをするときは手袋などをしたまま
操作しないで く ださい。また、カバーやキャ ップにゴ ミなどが付着しないよ う
にして く ださい。ゴムパッキンの接触面に微細なゴ ミ（髪の毛1本、砂粒1個、微
細な繊維など）がわずかでも挟まると、本体内部に浸水する原因となります。微
細なゴミが付着している場合は、乾いた柔らかい清潔な布で拭き取って く ださ
い。

①
②

②

②

STOP

お願い

＋＋



36

1
基本

操作編

お
使
い
に
な
る
前
に

準
備

4 電池パッ ク を入れます。
接続コネクタの向きに注意してしっかり押し込みます。

5 電池カバーを取り付けます。

● 電池パ ッ クは、必ず電源を切っ てから セ ッ ト し て く だ さ い。電源を切ら ないで
電池パッ ク を取り外すと、電話帳データ などの情報が損なわれますのでご注意
く だ さい。

● 長時間ご使用にな らない時は、充電し てから電池パッ ク を取り外し て保管し て
く だ さい。
ご使用にならない場合でも、3か月に1回は必ず充電し て く だ さ い。

● 電池パッ ク を取り出すと時計設定が消えて し まいます。再度時計を設定し て く
だ さい。

ミゾ

リアカバーの
ツメを本電話機の
ミゾに差し込む

②

　部分をしっかりと押し、
本電話機とすきまがないことを
確認してください。

①

STOP

お願い
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◆電池パックの寿命
電池パッ クは消耗品です。どのよ う な充電式電池も、充電を繰り返すご と
に1回の使用時間が次第に短 く なっていきます。
また、充電後もACアダプ タ や充電台に接続 し たままの場合、充電と放電
を繰り返し、電池の消耗が早ま り ます。電池の消耗に伴い電池パッ クが膨
らむ場合があ り ますが、これはリ チウムイオン電池の特性です。誤った使
用を されない限り安全上に問題はあ り ませんが、電池は消耗し ているた
め、早期に交換を し て く だ さい。
1回の使用時間が使用開始時に比べて半分程度になったら、電池パッ クの
寿命とお考え く だ さい。（電池パッ クの寿命の目安は、約1年です。）

◎電池パッ ク不要時の処理方法
（1） リ チウムイオンはリサイ クル可能な貴重な資源です。
（2） 交換後不要にな っ た電池パ ッ クの リサイ クルに際し ては、シ ョ ー

ト による発煙、発火の恐れがあ り ますので、端子を絶縁するために
テープ を貼るかポ リ 袋に入れて、当社営業担当者または販売店へ
ご連絡いただ く か、回収を行っ ている市町村の指示に従っ て く だ
さい。

● 電池パッ クについて
電池パックの取り扱いは、次の点にご注意ください。
・本電話機専用の電池パックと充電台を使用してください。
・火の中に投入したり加熱しないでください。火のそばや、炎天下等の高温に

なる場所での使用、充電、放置は避けてください。
・プラス（＋）、マイナス（－）を逆にしたり、針金等の金属で接続しないでくだ

さい。
・また、金属製のネックレスやヘアピン等と、一緒に持ち運んだり、保管しない

でください。
・釘を刺したり、ハンマーで叩いたりしないでください。
・ハンダ付けや分解、改造はしないでください。

Li-ion

密閉型蓄電池のリサイ クルにご協力 く だ さい。

危険
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◆電池の使用時間の目安

（電池の使用時間は、充電時間や電池の劣化度で異な り ます。）

※ 連続通話時間
充電完了後、ずっ と通話だけを行った場合に使用可能な時間の目安です。

※ 連続待受時間
充電完了後、一度も通話や操作をせずに、連続 し て待受状態を保つ こ
とが可能な時間の目安です。
・ 電波の届かない場所、電波の弱い場所での待受は電池の消耗が多い

ため、連続待受時間が短 く な り ます。

条件
使用可能時間

モー ド 連続

事業所コードレスシステムモード
待受 約500時間

通話 約6時間

公衆モード
待受 約500時間

通話 約6時間

屋内/公衆デュアルモード
待受 約340時間

通話 約6時間

● 電池の使用可能時間は、電波が安定し た状態で算出し た弊社計算値です。電波
の弱い場所での通話や電波の届かない場所での待ち受けは電池の消耗が多い
ため、表中の時間よ り短 く な り ます。

● 充電のしかたや電池の劣化度、使用環境によ って、表中の時間は変化し ます。
● 実際にご利用になれる時間は、待受時間と通話時間の組み合わせにな り ますの

で、着信があった り、通話時間や移動距離が長い場合は短 く な り ます。

ワンポイント
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◆電話機を充電する

1 USB端子カバーを外し ます。

2 ACアダプ タ を電源コ ンセン ト （AC100V）と電話機に差し込みます。
電話機に正しく差し込まれると、電話機の充電ランプが赤色に点灯し「 」が
表示されます。
はじめてお使いになるときや、電池パックを交換したときは、必ず充電してく
ださい。

充電が完了すると充電ランプが消灯し、「 」の表示が通常の表示に変わりま
す。

ACアダプタで直接充電する

ゴムパッキン

充電時間の目安

約180分
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3 充電が完了し たら、USB端子カバーを取り付けます。
キャップ周辺部分にゴムパッキンが付いていることを確認してから、きっち
りと閉じてください。

● 電池パッ クが空にな った状態から長時間放電し た後など、電池パッ クの残量が
ま った く ない状態から充電する場合、充電を行って も充電ラ ンプが点灯するま
でに3分程度かかる こ とがあ り ます。

● 充電を開始し てから30分経っても充電ラ ンプが点灯し ない場合は、電池パッ ク
を交換し て く だ さい。

ゴムパッキン

１．キャップを押し込みます。 ２．きっちり閉まったことを確認します。

STOP

お願い



● 充電台に金属を入れないで ください。
● 5～35℃の状態で使用して く ださい。
● 本電話機専用の電池パックと充電台を使用して ください。

STOP

お願い









＋
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4 時刻を設定し ます。
ダイヤルボタンで入力します。機能キーの左右を押すとカーソルを移動でき
ます。

5 日付を入力し ます。
時刻と同様にダイヤルボタンで入力します。

6 機能キーの中央を押し ます。

設定が完了します。
設定完了時に、0秒から時計が動作します。

決定

1212：3434
日付時刻設定

2013/  1/  1
1212：34

カーソル

＋

決定

1212：3434
日付時刻設定

12：34
201313/12/30

＋

決定

1212：3434
日付時刻設定

12：34
2013/12/3030
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7 ボタ ンを押し ます。
待受画面に戻り、設定した日付時刻が表示されます。

● 電池パ ッ ク を取 り外し た り、電池パ ッ クの電池残量がな く なる と、時計設定が
消えて し まいます。再度時計を設定し て く だ さ い。

● 機能メ ニューは、メ ニューの左に表示されている数字を直接入力する こ と でも
選択できます。

● 選択し た メ ニューから戻る と きはク リ アボタ ンを、操作を中止する と きは電源
/切ボタ ンを押し て く だ さい。

● 日付の有効範囲は2013年1月1日～2099年12月31日です。2099年12月31日23:59
以降は時計が進みません。

● 時計の精度は、1ヶ月に±60秒程度の誤差があ り ます。（25℃常温の場合）

　ピック　

　モード　

　3000　
メニュー

　電話帳　

1212：3434

1212 3434
20002000
ＯＳ１ＯＳ１

12月3012月30日（  ）日（  ）日

STOP

お願い

ワンポイント
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モードとは

本電話機は、オ フ ィ スの内線電話と し てだけでな く 、公衆基地局を通し、
PHS と し て使用する こ と もできます。
（公衆サービスを利用する と きは、公衆事業者との契約が必要です。）

公衆モー ド 事業所コー ド レスシステムモー ド

公衆サービスとして使用します。
電話番号は、公衆サービスの契約番
号です。
公衆基地局から、電波を受信して通
話します。

事業所コードレスシステムサービス対応機器に
登録して内線電話機として外線通話や内線通話
がご利用になれます。
事業所コードレスシステムサービス対応機器の
ご購入と登録が必要です。（→P56）

● モー ド を切り替えるには
事業所コー ド レスシステムモー ド 、公衆モー ド を使い分ける場合は、モー ド の
切り替えが必要です。（→P52）
1つのモー ド 固定で使用する「シングルモー ド設定」と、2つのモー ドの電波を両
方と も受信できる「デュ アルモー ド 設定」の2種類があ り ます。（→P52）

● ト ラ ンシーバモー ド（→P166）
同じ事業所コー ド レスシステムサービス対応機器に登録し た電話機ど う し で
直接通話できます。

ワンポイント
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◆使い方とモード
本電話機は、オ フ ィ スの内線電話と し てだけでな く 、公衆ア ン テナを通
し、PHSと し て使用する こ と もできます（公衆サービスを利用する と きは、
公衆事業者との契約が必要です）。

＊ 事業所コードレスシステムモードで使用するには、それぞれ事業所コードレスシステム対
応機器が必要です。

＊ 公衆系のモードで使用するには、公衆事業者との契約が必要です。

ご使用の形態に合わせて、あらかじめモー ド を設定する必要があり ます。
本電話機では、それぞれのモー ド を固定で設定でき る「シングルモー ド」
と、2種類のモー ド を常時有効に し てどち らの着信にも応答でき る「デュ
アルモー ド」が選択できます。
「デュ アルモー ド」は、オ フ ィ スなどで本電話機を内線電話と し て使用す
るほかに、PHSと し て も使用し ているため、内線の着信とPHSの着信の両
方に応答できるので便利です。
現在、どのモー ドが選択されているかは、電話機の画面で確認できます。
発信する と きは、優先されているモー ド で発信されます。

OS1～3に子機登録されている場合は、「デュ アルモー ド」の時にOS1から
OS3まで順番に接続を行い、接続できたOSモー ド で待ち受けます。

モー ド（表示名） 一般的な使用例 使用する電話番号

屋
内
系

事業所コードレスシステム
（OS1～3）

オフィスの内線電話の子機
として利用します。

オフィスの一般回線用電話
番号および内線番号

トランシーバ（TRS） トランシーバとして利用し
ます。

呼び出し番号

公
衆
系

公衆サービス 屋外の公衆アンテナを通じて
公衆サービスを利用します。

公衆サービスの電話番号
（070xxxxxxxx）

モー ドの選択－シングルモー ド とデュアルモー ド
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◆モードを切り替えるには

1 を長 く （2秒以上）押し ます。

2 モー ド を選択し ます。
機能キーの上下を押して選択し、機能キーの中央を押して確定します。

表示されるモード

シングルモード デュアルモード

OS1～3

↓

OS自動

↓

公衆

TRS

公衆優先

↓

OS優先

● 公衆事業者と契約し ていない場合、デュアルモー ド の公衆優先、OS 優先はグレー
アウ ト されます。

● 着信拒否など PBX 側の機能でアイ コ ン表示がされているモー ド に変更し た場
合、着信、発信を し ない限り アイ コ ンは表示されません。

モー ド選択

2秒
以上

決定

1212：3434

ＯＳ１
待受モード切替

ＯＳ２
ＯＳ３
ＯＳ自動
公衆
公衆優先
ＯＳ優先

１
２
３
４
５
６
７
ＴＲＳ８

＋

ワンポイント
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5

発信するときにデュアルモードで優先になっているモード を切り替えます。
例えば、OS優先のと き、一時的に公衆の番号で発信し たい場合などに利
用し ます。

1 相手先の電話番号を入力
し ます。
電話帳や着信/発信履歴から検索
することもできます。

2 を押し ます。
発信モード切替が表示されます。

3 発信モー ド を選択し ます。

4 を押し ます。
入力した電話番号がダイヤルさ
れます。

接続先一時変更

サブメニュー
発信モード

1212：3434
ダイヤル中

ＯＳ１

0312345678

サブメニュー
発信モード

1212：3434
ダイヤル中

ＯＳ１

0312345678

１
２
ＯＳ
公衆

発信モード切替

＋

サブメニュー
発信モード

1212：3434
ダイヤル中

ＯＳ１

0312345678

１
２
ＯＳ
公衆

発信モード切替

1212：3434
発信中

公衆

0312345678選択したモードで
発信していること
を確認します。
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5 新しい名前を入力し ます。
ダイヤルボタンで入力し、機能
キーの中央を押して確定します。
全角5文字（半角10文字）まで入
力できます。

6 ボタ ンを押し ます。
待受画面に戻ります。

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

4残

ＯＳ１
モードネーム設定

漢

＋

● 変更し た名前を削除する と、ご購入時の名前にも ど り ます。
● 文字の入力方法は、「文字の入力操作」を参照し て く だ さい。（→P89）

ワンポイント
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オフ ィスで内線電話として使う

事業所コー ド レスシステムサービス対応機器に登録する と、オ フ ィ スな
どの内線電話と し てご利用いただけます。

◆事業所コードレスシステムモードでできること
一般のオフ ィ スの内線電話機と同様の操作で使用できます。

内線電話と し てかける
（1） 電話番号を入力し ます。

（電話帳や着信/発信履歴から検索する こ と もできます。）
（2） を押し ます。
（3） 接続されたらお話し し ます。
（4） お話しが終わったら を押し ます。

電話を受ける
（1） 着信音が鳴り、着信ラ ンプが点滅し ます。
（2） を押し ます。

（ク イ ッ ク応答がONのと きは、充電台から持ち上げるだけで応答で
きます。）

（3） お話しが終わったら を押し ます。

相手の方に待っていただ く （保留）
＜保留にする＞

を押し ます。

＜通話を再開する＞
再度、 を押し ます。

● 設置する事業所コー ド レスシステムサービス対応機器や接続装置等の種類に
よ っ ては、ご利用になれない機能や操作方法が異なる場合があ り ます。接続装
置の取扱説明書を併せてお読みいただ く か、事業所コー ド レスシステムサービ
ス対応機器の保守担当の方にお問い合わせ く だ さ い。

電話をかける（内線）

重要
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一度受けた電話を、他の電話機に転送できます。

＜転送する と き＞
（1） お話し中に を押し ます。
（2） 取りつぐ電話機の内線番号を入力し ます。
（3） 接続されたら取りつぐ こ と を伝え電話を切り ます。

＜転送された と き＞
（1） 着信音が鳴り、着信ラ ンプが点滅し ます。
（2） を押し ます。

（ク イ ッ ク応答がONのと きは、充電台から持ち上げるだけで応答できます。）
（3） 転送元の電話が切れたら、転送された方とお話し できます。

社外に電話をかける際は、「0」番などの外線発信番号を付けてダイヤルし ます。
あらかじ め「外線発信番号」を設定し ておけば、簡単な操作で外線発信番
号を付加する こ とができます。（→P58, 165）

あらかじ め登録し てある他の会社などの構内で も、同じ内線番号で内線
電話と し て使用する こ とができます。（→P124）

オプシ ョ ンの通話録音装置にVoiceMailが届 く と、自動的に電話機に通知さ
れます。

● 事業所コー ド レスシステムモー ド を利用する場合は、OSの「シングルモー ド」
または「デュアルモー ド 」に し て く だ さい。

電話を取りつぐ（保留転送）

外線電話をかける（外線発信番号付加）

PBX間ローミング機能

VoiceMail連動

STOP

お願い
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5 外線番号を入力し ます。
ダイヤルボタンで入力し、機能
キーを押して確定します。

6 ボタ ンを押し ます。
待受画面に戻ります。

決定
戻る

1212：3434
外線発信番号

0

＋

● 外線発信番号を付加 し て電話をかけるには、「発信番号付加機能」を利用 し ま
す。（→P165） 

ワンポイント
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電話をかける

◆まず確認してください
電話をかける前に、使用するモー ドや電波状態など画面で確認し ます。

オフ ィ スなどで内線電話と し て電話をかける と きは、
画面に「OS1（/2/3）」と 表示 さ れてい る こ と を確認 し
ます。

「屋内」側、「公衆」側のアンテナアイ コ ンの状態を確認し ます。

電波受信圏内では、画面に と、電波の強度を示す が表示されます。電波
が強いほど、電波の受信感度がよ く 、通話の状態も良 く な り ます。
電波の届か な い場所（圏外）で は、 が表示 さ れず、

が表示されます。この場合、通話できません。

また、電波の弱い場所（ 、 ）で も通話でき ない こ と
があ り ます。

● 公衆モー ド で使用する場合は「公衆」が優先にな っ ているかど う かを確認し ま
す。

● 電波が弱い と き など、待受中に ボ タ ン を長押 し する こ と で、基地局に再
接続できます（グ ッ ド ウ ェ ーブ機能）。

PHS

モー ドの確認

1212：3434

1212 3434
20002000
ＯＳ１ＯＳ１

12月3012月30日（  ）日（  ）日

ワンポイント

電波状態の確認

1212：3434

1212 3434
20002000
ＯＳ１ＯＳ１

12月3012月30日（  ）日（  ）日
電波が強い 電波が弱い

1212：3434

1212 3434
20002000
ＯＳ１ＯＳ１

12月3012月30日（  ）日（  ）日

圏外圏外

圏外圏外

ワンポイント
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◆電話をかける

1 相手先の電話番号を入力し ます。
押し間違えた場合はクリアボタンで文字を消して入力し直します。クリアボタン
は短く押すと1文字ずつ、長く押すとすべての文字を消します。
電話帳や着信/発信履歴から検索することもできます。

2 ボタ ンを押し ます。
入力した電話番号がダイヤルされます。

PHS

サブメニュー

1212：3434
ダイヤル中

ＯＳ１

1234

1212：3434
呼出中

ＯＳ１

1234

発信していることを示しています
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3 相手の方が出たらお話し く だ さい。
通話時間が表示されます。

4 通話終了後、 ボタ ンを押し ます。

メニュー
保留

1212：3434
通話中

経過時間：00:00:05

1234
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● 事業所コードレスシステムモードで電話をかけたときに接続装置の回線がす
べて通話中のとき「混み合っています」と表示します。

● を押してから電話番号を入力しても電話をかけられます。
● 通話時間は最大99時間59分59秒まで表示し、その後は0秒に戻ります。
● 電池残量が少ないと途中で電源が切れることがあります。ご使用になる前に、

電池残量を確認して ください。

● 通話中に を押すと、通話を保留します。再度 を押すと、再開できます。
ただし、保留中に を押したり充電台に戻すと（ク イ ッ ク終話がONのと
き）、通話が切れてしまいます。

● 番号入力時に を長押しするとポーズ「P」が入力できます。
ポーズを利用すると、電話をかけてからポーズ以降のダイヤルを送信できるの
で、「自宅の留守番電話のリモート コン ト ロール用暗証番号」など、様々な操作
が簡単に利用できます。

・ を押すとポーズ以降の番号が送信されます。
＜例＞自宅の留守番電話を再生する

外線発信番号：0
自宅の電話番号：0312345678
留守番電話の暗証番号：#1234　の場合
留守番電話の再生番号：#1

（1）「外線発信番号」＋「電話番号」＋「P（ 長押し）」＋「暗証番号」＋「P
（ 長押し）」＋「再生番号」を入力します。

00312345678P#1234P#1

（2） を押して電話をかけます。（00312345678が発信されます）

（3）留守番電話が応答したら を押します。（#1234が送信されます）

（4）再度 を押します。（#1が送信され、留守番電話が再生されます）
（1）の番号を電話帳に登録しても同様に操作できます。

● 「通話終了しました」が表示されているときは、ダイヤル操作ができません。

● 警察（110）、海上保安庁（118）、消防・救急（119）にかける場合は、次の点にご注意
く ださい。
・ 対応がスムーズに行えるようPHSからの電話であることをお知らせください。
・ 通話中に電波が途切れることのないよう、立ち止まってお話し く ださい。
・ 警察（110）、消防・救急（119）からの呼び返しができるよう、通話終了後も電源
を切らないで ください。また、圏外へ出ないように注意して く ださい。

・ 所在等が不明な場合は、近くの公衆電話等を利用して通報して く ださい。
・ 消防・救急（119）へは、一部地域で接続できない場合があります。

ワンポイント

STOP

お願い
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6

◆外線電話をかける
設定し てある外線発信番号を組み合わせて外線電話をかけます。（発信番
号付加機能）

1 相手先の電話番号を入力
し ます。
電話帳や着信/発信履歴から検索
することもできます。

2 ［サ ブ メ ニ ュ ー］を 押 し ま
す。

3 ＜外線番号付加＞ を選択
し ます。
登録されている外線発信番号が
付加されます。

4 を押し ます。
外線発信番号と電話番号がダイ
ヤルされます。

サブメニュー

1212：3434
ダイヤル中

公衆

09012345678

サブメニュー

1212：3434
ダイヤル中

公衆

09012345678

１
２
３

５
６

外線番号付加
１８４付加

サブメニュー

１８６付加

分計発信
電話帳登録

７ メール作成

４ 特別番号付加

サブメニュー

1212：3434
ダイヤル中

公衆

009012345678

＋

● 外線発信番号は＜外線発信番号登録＞であらかじめ登録し ておいて く だ さい。
（→P58）

● 発信番号付加機能には、外線発信番号付加の他、各種付加機能があ り ます。
（→P165）

● 手順3で＜特別番号付加＞を選択し て外線発信番号を入力し ても外線電話をか
けられます。

● 0 で始まる 10 桁以上の番号へ発信する場合に、外線発信番号を自動的に付加す
る自動付加（→P60）の機能があ り ます。

ワンポイント
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電話を受ける

1 着信音が鳴り、着信ラ ンプが点滅し ます。
相手の方の電話番号や電話帳に登録している名前が表示されることがありま
す。PBXによっては、PBX側に登録してある情報（相手の方の番号や名前）が
表示されることがあります。

2 ボタ ンを押し ます。
エニーキーアンサ機能を「ON」に設定している場合は、ダイヤルボタンでも応
答できます。（→P157）

3 相手の方とお話し く だ さい。
通話時間が表示されます。

PHS

1212：3434
着信中

ＯＳ１

5678

着信していることを示しています

1212：3434
通話中

経過時間：00:00:05

メニュー
保留 　電話帳　



不在着信時の<6.各種設定>→<1.画面設定>→<6.不在着信画面>がOFFの
場合は、待受け画面で「着信あり」のみ表示します。（着信番号の表示はし

ません。）
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相手の方に待っていただくには（保留）

通話を中断し て相手の方に待っ ていただ く と きは、保留にする こ とがで
きます。

1 通話中に、相手の方に待っ
て いた だ く よ う に伝え ま
す。

2 を押し ます。

3 通話を再開する と きは、再
度 を押し ます。

4 相手の方 と お話 し く だ さ
い。

1212：3434
通話中

経過時間：00:00:05

メニュー
保留 　電話帳　

1212：3434
通話中

経過時間：00:00:25

メニュー
保留 　電話帳　

● 保留中に を押し た り充電台に戻すと（ク イ ッ ク終話ONのと き）、通話が切
れて し まいます。

● 保留は、事業所コー ド レスシステムモー ド の場合のみ有効です。ワンポイント
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6

電話を取り次ぐには（保留転送）

事業所コー ド レスシステムモー ド の場合、一度受けた電話を他の電話機
に転送できます。

1 通話中に、相手の方に転送する こ と を伝えます。

2 を押し ます。

3 転送先の内線番号をダイヤルし ます。

4 転送先の方が電話に出たら転送である こ と を伝えて電話を切
り ます。

手順1でお待たせした相手の方と、転送先の方との通話になります。

● 保留転送は、事業所コー ド レスシステムモー ドの場合にのみ有効です。
● 転送先の内線番号は、保留中に電話帳ボ タ ン を押し、電話帳から選択する こ と

もできます。

1212：3434
通話中

経過時間：00:00:25

メニュー
保留 　電話帳　

1212：3434
通話中

メニュー
保留

1111

経過時間：00:00:30

　電話帳　

ワンポイント
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かけ直すには

本電話機は、1度かけた電話番号（発信履歴）やかかっ てきた電話番号（着
信履歴）を30件まで記憶し ています。機能キーの左右を押すと電話番号を
確認し た り、かけ直すこ とができます。

◆かけ直す

1 機能キーの右を押し ます。
直前にかけた電話番号が表示されます。

PHS

詳細
Page▼Page▲

サブメニュー

1212：3434

12/30  21:20
1234
12/30  18:15
5678
12/30  17:52
1111
12/30  13:25
9999
12/30  10:30
日電さん

１

２

３

４

５
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7

2 目的の番号を選択し ます。
機能キーの上下を押し、かける番号を表示させます。
機能キーの左右を押すと発信履歴と着信履歴が切り替わります。

3 ボタ ンを押し ます。
表示されている電話番号がダイヤルされます。

相手の方が出たらお話しください。

発信履歴の場合

着信履歴の場合

詳細
Page▼Page▲

サブメニュー

1212：3434

12/30  21:20
1234
12/30  18:15
5678
12/30  17:52
1111
12/30  13:25
9999
12/30  10:30
日電さん

１

２

３

４

５

詳細
Page▼Page▲

サブメニュー

1212：3434

12/30  20:10
1111
12/30  17:35
9876
12/30  15:21
3333
12/30  12:55
日電さん
12/30  10:25
1234

１

２

３

４

５

発信した順番と日時を示しています

発信した相手を示しています

着信した順番と日時を示しています

着信した相手を示しています

1212：3434

2345

呼出中

ＯＳ１

発信していることを示しています
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◆着信/発信履歴を利用する
着信履歴や発信履歴は 新の電話番号を30件まで記憶し古いものから順
に消えて し まいますが、手動で消すこ と もできます。
また、着信履歴や発信履歴の電話番号を電話帳へ登録するこ と もできます。

1 機能キーの左を押し ます。
直前にかかってきた電話番号が表示されます。
機能キーの左右を押すと発信履歴と着信履歴が切り替わります。

2 目的の番号を選択し ます。
機能キーを押し、目的の番号を表示させます。

3 ［サブ メ ニュー］を押し ます。
外線番号付加、184付加設定、186付加設定、特別番号付加、分計発信、電話帳
登録、メール作成の機能メニューが表示されます。

PHS

詳細
Page▼Page▲

サブメニュー

1212：3434

12/30  20:10
1111
12/30  17:35
9876
12/30  15:21
3333
12/30  12:55
日電さん
12/30  10:25
1234

１

２

３

４

５

1212：3434
着信履歴詳細

ＯＳ１

一覧
登録

1111

12/30  20:10

サブメニュー
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7

4 機能を選択し ます。

※ 公衆サービスを利用して電話をかけるときのみ有効です。

外線番号付加 ＜外線発信番号登録＞で登録してある外線発信番号を付加します。

184付加設定　※ 「184」（発信番号非通知）を付加します。

186付加設定　※ 「186」（発信番号通知）を付加します。

特別番号付加 入力した番号を付加します。

分計発信 通話料金の請求先を通常とは別にすることができるウィルコムが
提供するサービスです。（→P172）

電話帳登録 電話帳に登録します。登録した内容の変更方法は電話帳の機能を参
照してください。（→P100）

メール作成 発信/着信履歴の相手にメールを作成します。（→P128）

＜発信履歴＞

＜着信履歴＞

1212：3434
発信履歴詳細

ＯＳ１

一覧
登録

1234

12/30  21:20

サブメニュー

１
２
３

５
６

サブメニュー

７

４

外線番号付加
１８４付加
１８６付加
特別番号付加
分計発信
電話帳登録
メール作成

1212：3434
着信履歴詳細

ＯＳ１

一覧
登録

1111

12/30  20:10

サブメニュー

１
２
３

５
６

サブメニュー

７

４

外線番号付加
１８４付加
１８６付加
特別番号付加
分計発信
電話帳登録
メール作成

＋
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● 発信履歴は、 後にかけた電話番号に再度かけた場合、履歴は追加されずに発
信し た日時が更新されます。着信履歴については、同じ電話番号から着信し た
場合にも新たな履歴と し て記憶されます。

● 手順1で表示された相手先に「 」が付いている と き
は、かかってきた電話に出なかったこ と を示し ます。

● 電源を切って も発信履歴や着信履歴は削除されません。通話相手を他の人に知
られた く ない場合は手動で削除し て く だ さ い。

● 着信/発信履歴の一覧表示でサブ メ ニューを選択し た場合は次のサブ メ ニュー
画面にな り ます。

ワンポイント

詳細
Page▼Page▲

サブメニュー

1212：3434

12/30  20:10
1111
12/30  17:35
9876
12/30  15:21
3333
12/30  12:55
日電さん
12/30  10:25
1234

１

２

３

４

５

詳細
Page▼Page▲

サブメニュー

1212：3434

12/30  21:20
1234
12/30  18:15
5678
12/30  17:52
1111
12/30  13:25
9999
12/30  10:30
日電さん

１

２

３

４

５

１
２
３

サブメニュー

４

電話帳登録
メール作成
１件削除
全件削除

詳細
Page▼Page▲

サブメニュー

1212：3434

12/30  20:10
1111
12/30  17:35
9876
12/30  15:21
3333
12/30  12:55
日電さん
12/30  10:25
1234

１

２

３

４

５

１
２
３

サブメニュー

４

電話帳登録
メール作成
１件削除
全件削除



●通話中においては、機能キーの上下を押す、またはPBX機能が有効になっている

（→P122）場合は上下長押しすることで「受話音量」変更の画面が表示されますので、

受話音量を変えることができます。変更後、決定キーを押してください。
ワンポイント
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5着着信信音音をを選選択択ししまますす。。

6着着信信音音をを選選択択ししまますす。。

7 ボボタタンンをを押押ししまますす。。
待受画面に戻ります。

決定

1212：：3434

着信音
公衆着信

着信ＬＥＤ
１
２＋＋

決定
再生

停止

1212：：3434

着信音１
音 / バイブレータ

着信音２
着信音３
着信音４
着信音５
着信音６
着信音７

１
２
３
４
５
６
７
着信音８８
着信音９９
着信音１００

＋＋

● 専用線とは、PBXとPBXを専用線で接続している場合の回線です。
例えば本社と支社、事業所と他事業所などの間で利用されます。

● 「OFF」を選択すると、着信音が鳴らな く なります。
● メインメニュー→＜2.音/バイブレータ＞→＜2.着信音選択＞→＜1.公衆着信

＞（着信音を変更するモード）→＜2.着信LED＞よ り、着信LEDの色を赤、緑、オ
レンジから選ぶことができます。

● お使いのPBXの設定によっては、着信音選択が本取扱説明書の記載内容と異な
る場合があります。

重要

ワンポイント
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マナーモードにする

マナーモー ド に設定する と、着信音を消し た り バイ ブレータ に し てお く
こ とができるので、会議や打ち合わせの間などに便利です。

◆マナーモードにする

1 ボタ ンを1秒以上押し ます。
画面に が表示され、マナーモードに設定されます。

マナーモードを解除するときは、再度 ボタンを1秒以上押します。画面の
が消えます。

マナーモー ド の着信状態は＜マナーモー ド 選択＞でバイブレータ または
サイ レン ト のどち らかに設定できます。（→P82）

バイブレータ サイレント

着信音 バイブレータ 消音

キータッチトーン 消音 消音

警告音 消音 消音

アラームメッセージ音 バイブレータ 消音

　ピック　

　モード　

　3000　
メニュー

　電話帳　

1212：3434

1212 3434
20002000
ＯＳ１ＯＳ１

12月3012月30日（  ）日（  ）日

1秒
以上
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5 着信状態を選択し ます。
マナーモード時に、設定にした状態で着信するようになります。

バイブレータ サイレント

着信音 バイブレータ 消音

キータッチトーン 消音 消音

警告音 消音 消音

アラームメッセージ音 バイブレータ 消音

決定

1212：3434

バイブレータ
マナーモード選択

サイレント
１
２＋
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4 ＜バイブON/OFF＞を選択し ます。

5 「ON」または「OFF」を選択し ます。

「OFF」を選択したときは、手順8へ、「ON」を選択したときは、手順6へ進みます。

6 パターンを選択し ます。

決定

1212：3434

バイブＯＮ/ＯＦＦ
バイブレータ

パターン
１
２

＋

決定

1212：3434

ＯＮ
バイブレータ

ＯＦＦ
１
２＋

決定

1212：3434

バイブＯＮ/ＯＦＦ
バイブレータ

パターン
１
２
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7 パターンを選択します。

パターン1.............0.5秒間隔で0.5秒振動します。

パターン2.............1秒間隔で1秒振動します。

パターン3.............3秒間隔で3秒振動します。

パターン4.............2秒間隔で0.5秒振動します。

パターン5.............4秒間隔で1秒振動します。

8 ボタンを押します。
待受画面に戻ります。

● バイブレータを「ON」にすると、画面に のマークが表示されます。

● バイブレータを「ON」にしているときは、机の上に放置しないで く ださい。着信
時の振動で落下する恐れがあります。

＋

ワンポイント

STOP

お願い

決定

12：34

パターン１

パターン

パターン２

１

２

パターン３３

パターン５５

パターン４４
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8

文字の入力操作

電話帳など、ダイヤルボタ ンで文字を入力し ます。
入力できる文字は、漢字、ひらがな、カ タ カナ、数字、英語、記号です。

◆入力モードの切り替え
入力できる文字は ボタ ンで入力モー ド を切り替えます。
現在の入力モー ドは、画面左下のアイ コ ンで確認できます。

［漢］: 漢字と ひらがな を入力 し ます。漢字は、機能
キーで変換し ます。

［ｶﾅ］: 全角/半角のカナを入力し ます。
［12］: 全角/半角の数字を入力し ます。
［Aa］: 全角/半角の英字を入力し ます。

1 文字の入力画面に し ます。
電話帳など、文字を入力する画面にします。

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

12残

鈴木
電話帳：名前

漢
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2 ボタ ンを押し て入力モー ド を切り替えます。

通常の入力

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

12残

鈴木
電話帳：名前

漢

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

12残

鈴木
電話帳：名前

カナ

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

12残

鈴木
電話帳：名前

Aa

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

12残

鈴木
電話帳：名前

12

漢字ひらがな カナ

英字

数字
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（*1）記号は受け取った方の機種によっては表示されません。
（*2）ひらがなと全角カナの「ﾞ」「ﾟ」は、付けることのできる文字の後ろにのみ入力できます。

入力の例） 「う」 =「漢字ひらがなモード」にして を3回押し ます。
「B」（全角）=「英字モー ド」にし て を2回押し ます。
「b」（半角） =「英字モー ド」にし て を 5 回押し、 を 1 回

押し ます。
「３」（全角）=「数字モー ド」にし て を1回押し ます。
「3 」（半角）=「数字モー ド」にし て を 1回押し、 を 1回

押し ます。

ボタ ン 漢字ひらがな
全角/半角カナ 全角/半角英字

数字
全角力ナ 半角力ナ 全角英字 半角英字

あいうえお
ぁぃぅぇぉ

アイウエオ
ァィゥェォ

ｱｲｳｴｵ
ｧｨｩｪｫ

．＠ — ＿／：
～？，’！

. @ - _ / : ~ ? , ' ! １1

かきくけこ カキクケコ ｶｷｸｹｺ ABCabc A B C a b c ２2

さしすせそ サシスセソ ｻｼｽｾｿ DEFdef D E F d e f ３3

たちつてとっ タチツテトッ ﾀﾁﾂﾃﾄｯ GHIghi G H I g h i ４4

なにぬねの ナニヌネノ ﾅﾆﾇﾈﾉ JKLjkl J K L j k l ５5

はひふへほ ハヒフヘホ ﾊﾋﾌﾍﾎ MNOmno M N O m n o ６6

まみむめも マミムメモ ﾏﾐﾑﾒﾓ PQRSpqrs P Q R S p q r s ７7

やゆよゃゅょ ヤユヨャュョ ﾔﾕﾖｬｭｮ TUVtuv T U V t u v ８8

らりるれろ ラリルレロ ﾗﾘﾙﾚﾛ WXYZwxyz W X Y Z w x y z ９9

わをんゎ
、。ー・～！？．

ワヲンヮ
、。ー・～！？．

ﾜｦﾝ
、。ー・~ ! ? .

！”＃＄％＆
’（）＊＋，—．
／：；＜＝＞？
＠［￥］^ ＿｀

｛｜｝～

! ” # $ % & ' ( )
* + , - . /
: ; < = > ? @ [ \ ]
^ _ ` { | } ~

０0

゛゜、。ー ・
～！？「」

゛゜、。ー ・
～！？

ﾞﾟ、。ー  ・~ ! ? ．，－　！？ . , -  ! ? ＊*

改行 # #

各モー ドで入力できる文字
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文字入力で使用するボタ ンです。
　 　 　 　 ：文字を削除し ます。（→P97）
　 　 　 　 ：入力モー ド を切り替えます。
　 　 　 　 ：全半角を切り替えます。
　 　 　 　 ：文節の長さ を短 く し ます。
　 　 　 　 ：文節の長さ を長 く し ます。

機能キー 　   ：漢字変換中は上下左右を押すと変換候補を切り替えます。
中央を押すと変換を確定し ます。

◆漢字・ひらがな入力
こ こでは「鈴木」を入力する操作を例に説明し ます。

1 文字の入力画面に し ます。
電話帳など、文字を入力する画面にします。

2 ボ タ ン を押し て入力モー ド を「漢字ひらがなモー ド」に切
り替えます。

使用できるボタンとその機能

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

16残

電話帳：名前

漢
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9

3 「すずき」と入力し ます。
「す」= を3回押して入力した後、機能キーの右を1回押して入力位置を1文
字右に移動させ、「す」= を3回、「ﾞ」= を1回、「き」= を2回、それぞれダ
イヤルボタンで入力します。入力した文字に色が付きます。
この文字は未確定の状態です。

・ 次の文字が違う ボタ ンの場合：
そのまま該当するボタンを押します。

・ 続けて同じ文字や同じボタ ンの文字を入力する場合：
機能キーの右を1回押して入力位置を1文字右に移動させてから入力します。

・ 文字を削除する場合:
を短く押すと色がついた文字（変換範囲）の右端の文字が削除されま

す。

を長く（1秒以上）押すと文字がすべて削除されます。

4 機能キーの上下を押し て候補を表示させます。
入力文字の変換候補が表示されます。

・ 次の候補を表示させる場合：
機能キーの上下左右を押します。

・ 変換範囲（文節）が適切でない場合：
、 を押して変換範囲の長さを変えます。

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

16残

すずき
電話帳：名前

漢

1212：3434

すずき
電話帳：名前

鈴木 鈴樹 鈴城
鈴置 寿々喜
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5 機能キーの中央を押し ます。
文字が確定します。

6 続けて次の文字を入力し ます。

● 変換でき る漢字には限 りがあるため、変換でき ない漢字もあ り ます。変換でき
るのはJIS第一水準漢字・第二水準漢字の6355文字です。

● 複雑な漢字は一部変形も し く は省略されています。

● ひらがなに し たいと きは、手順3で入力し た後、機能キーの中央を押し ます。
● 手順5で機能キーの中央を押す前に次の文字を入力する と変換中の文字が表示

されている候補で確定されます。

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

12残

電話帳：名前

漢

鈴木

重要

ワンポイント
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9

各種記号やギ リ シ ャ文字などは、「漢字ひらがなモー ド」で「き ご う」と入
力し て変換する と表示されます。

「きご う」で変換し た と きに表示される文字

◆カタカナ・英字入力
こ こでは名前に「KEIKO」を入力する操作を例に説明し ます。

1 文字の入力画面に し ます。
電話帳など、文字を入力する画面にします。

2 ボタ ンを押して入力モード を「英字モード」に切り替えます。

、 。 ・ ： ； ？ ！ ゝ 〃 仝

々 メ ～ … （ ） 〔 〕 ［ ］

｛ ｝ ＜ ＞ 《 》 「 」 『 』

【 】 × ∞ ♂ ♀ ℃ ￥ ＄ ￡

＆ ＊ ＠ ☆ ★ ○ ● ◎ ◇ ◆

□ ■ △ ▲ ▽ ▼ ※ → ← ↑

↓ ♯ ♪ Ω

特殊な文字

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

16残

電話帳：名前

Aa
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3 「KEIKO」と入力し ます。
「K」= を2回、「E」= を2回、「I」= を3回、「K」= を2回、「0」= を3
回、それぞれダイヤルボタンで入力します。
入力部分に直接入力されます。

4 続けて次の文字を入力し ます。

● カ タ カナを入力する場合は、手順2で「カナモー ド」に切り替えます。

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

  6残

電話帳：名前

Aa

ＫＥＩＫＯ

ワンポイント
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9

◆文字の削除
ボタ ンを押すと文字を削除できます。

1 文字の入力画面に し ます。
電話帳など、文字を入力する画面にします。

2 文字の入力画面にな り ます。
削除する文字にカーソルを移動します。

3 を押し ます。
を短く押すと、カーソル上の文字が1文字削除されます。

※ カーソル上に文字がない場合は、カーソルの左側の1文字が削除されます。

を長く（1秒以上）押すと、すべての文字が削除されます。

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

  2残

電話帳：名前

漢

鈴木ＫＥＩＫＯ

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

  4残

電話帳：名前

漢

鈴ＫＥＩＫＯ

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

16残

電話帳：名前

漢

1秒
以上
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◆文字の挿入
機能キーでカーソルを移動し て入力する と文字を挿入できます。

1 文字の入力画面に し ます。
電話帳など、文字を入力する画面にします。

2 文字の入力画面にな り ます。
文字を挿入する場所へカーソルを移動します。

3 文字を入力し ます。

スペースを入力するときは を4回押します。（数字入力モードのときは
「＊」が入力されるので他の入力モードで入力してください。）

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

  6残

電話帳：名前

漢

ＫＥＩＫＯ

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

  2残

電話帳：名前

漢

鈴木ＫＥＩＫＯ
＋
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電話帳を使う

電話帳を登録する ........................... 100

新規登録する..............................................100

電話帳を利用し て電話を
かける.................................................... 105

名前（フリガナ）で検索する............105

グループで検索する................................106

電話帳を修正する ........................... 108

名前を変更する .........................................108

電話番号を追加する................................109

電話番号を変更する................................110

電話帳を削除する ....................................111

電話帳を全削除する................................112

電話帳をロックする................................113

電話帳を転送する ....................................115
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1

4 ＜名前＞を選択し ます。

5 名前を入力し ます。
全角・半角を混在でき、全角で8
文字まで入力できます。

6 フ リ ガナを選択し ます。

7 フ リ ガナを入力し ます。
16文字まで入力できます。
あらかじめ手順5で入力した名
前のフリガナが入力されていま
すので、必要に応じて変更してく
ださい。

名前の入力

決定
登録

1212：3434

＜名前＞
新規登録

＜フリガナ＞
＜電話番号１＞
＜電話番号２＞
＜電話番号３＞
グループ１

１
２
３
４
５
６

＋

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

12残

鈴木
電話帳：名前

漢
＋

＋

決定
登録

1212：3434

鈴木
新規登録

スズキ
＜電話番号１＞
＜電話番号２＞
＜電話番号３＞
グループ１

１
２
３
４
５
６

＋

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

12残

スズキ
電話帳：フリガナ

カナ
＋

＋
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8 電話番号1を選択し ます。

9 電話番号を入力し ます。
24桁まで入力できます。

10電話番号2以降を入力し ま
す。
電話番号1（手順８～9）同様、電
話番号を入力します。
番号3まで入力すると次の項目
に進みます。
電話番号を追加しないときは、機
能キーの下を押すと次に進みま
す。

電話番号の入力

決定
登録

1212：3434

鈴木
新規登録

スズキ
＜電話番号１＞
＜電話番号２＞
＜電話番号３＞
グループ１

１
２
３
４
５
６

＋

決定
戻る 引用

1212：3434
電話番号１

電話番号を
入力してください

0312345678

＋
決定

登録

1212：3434

鈴木
新規登録

スズキ
0312345678
＜電話番号２＞
＜電話番号３＞
グループ１

１
２
３
４
５
６
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1

11グループを選択し ます。

12所属す る グルー プ を選択
し ます。

13［登録］を選択し ます。

グループの入力

決定
登録

1212：3434

鈴木
新規登録

スズキ
0312345678
＜電話番号２＞
＜電話番号３＞
グループ１

１
２
３
４
５
６

＋

決定

1212：3434

グループ１
グループ設定

グループ２
グループ３
グループ４
グループ５
グループ６

１
２
３
４
５
６
グループ７
グループ８
グループ９

７
８
９

＋

決定
登録

1212：3434

鈴木
新規登録

スズキ
0312345678
＜電話番号２＞
＜電話番号３＞
グループ１

１
２
３
４
５
６

電話帳
登録しています
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● 電話帳に登録中に着信がある と、編集中の内容がキャ ンセルされます。
● 電池パッ ク を交換する と きや電池残量がな く な った と きで も、電話帳は削除さ

れません。ただ し、何らかの操作中に電池残量がな く なった場合などは、電話帳
データが更新されない場合があ り ます。なお、その場合でも、すでに登録されて
いる電話帳データはそのまま保持されます。

● 電話番号にポーズを入れる と きは、 を長押しする と「P」が入力されます。
● 登録件数は、メ イ ン メ ニュー→＜3.電話帳＞→＜5.登録件数表示＞で確認できます。

● 名前、フ リ ガナ、電話番号を入力し ない と電話帳には登録できません。
● お買い上げ後、はじめてお使いになる と きや、約1週間以上電池パッ ク をはずし た

状態および空の状態のと きは、本電話機に電池パッ ク を取り付けて充電し てから
電話帳の登録を行っ て く だ さ い。充電し ないままお使い頂き ます と、電話帳デー
タが損なわれる可能性があ り ます。

● 電話帳（→ P100）に登録した内容は、別に メ モを取り保管し て く ださ るよ う お願
いし ます。
電話帳の登録内容は電池パッ ク をはずし た状態および空の状態でも約1週間は
も ちますが、それ以上経過する と内容が消失し て し ま う 可能性があ り ます。ま
た、本電話機の故障・修理・電話機の変更やその他取 り 扱いによ っ て、登録内容
が消失し て し ま う 場合もあ り ます。

万一、電話帳などに登録し てある内容が消失し て し ま う
こ とがあっ て も当社と し ては責任を負いかねますので、
あらかじめご了承 く だ さい。

ワンポイント

重要



●<サブメニュー>→<1.ﾌﾘｶﾞﾅ検索>から表示される画面で検索したい名前のフリガナを

入力して、決定キーを押下すると、入力したフリガナと一致する名前へカーソルが移動

します（前方一致検索）。ワンポイント
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◆グループで検索する

1 一覧表示画面にし ます。
電話帳ボタンを押します。

2 ［グループ］を押し ます。
電話帳ボタンを押します。

3 機能キーの左右で グルー
プご との表示を し ます。

4 名前を選択し ます。
機能キーの上下を押して選択します。

5 発信番号を選択し ます。
選択した電話帳の2～3番目の電
話番号にかけたい場合は、機能
キーの左右を押して選択します。

6 ボタ ンを押し ます。
選択した番号がダイヤルされます。

PHS

　ピック　

　モード　

　3000　
メニュー

　電話帳　

1212：3434

1212 3434
20002000
ＯＳ１ＯＳ１

12月3012月30日（  ）日（  ）日

詳細
Page▼
グループ

Page▲
サブメニュー

1212：3434

足立
あ か さ た な

安藤
１
２

詳細
Page▼
名前検索

Page▲
サブメニュー

1212：3434

足立
グループ１

安藤
１
２
鈴木３

詳細
Page▼
名前検索

Page▲
サブメニュー

1212：3434

足立
グループ１

安藤
１
２
鈴木３＋

一覧
編集 サブメニュー

1212：3434
電話番号詳細

公衆

鈴木
スズキ
グループ１

１ ２ ３

0312345678

1212：3434

0312345678

公衆

呼出中
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1

● 電話帳は、グループ名を設定する こ と をできます。詳細は、「グループの入力（→
P103）」を参照し て く だ さい。

ワンポイント
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3
基本

操作編
電話帳を修正する

電話帳は、登録し た名前の変更と番号の追加ができ ます。また、すでに登
録されている電話番号を修正し た り、1件ずつ削除する こ とや電話帳をす
べて削除する こ と もできます。

◆名前を変更する

1 変更す る名前を 選択 し ま
す。
P105-106の手順で選択できます。

2 ［編集］を選択し ます。

3 名前や フ リ ガナ を 変更 し
ます。
操作は新規登録の手順5～7と同
じです。（→P101）

4 　 ［登録］を選択し ます。

PHS

一覧
編集 サブメニュー

1212：3434
電話番号詳細

公衆

鈴木
スズキ
グループ１

１ ２ ３

0312345678

＋

決定
登録

1212：3434

鈴木
編集

スズキ
0312345678
＜電話番号２＞
＜電話番号３＞
グループ１

１
２
３
４
５
６

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

12残

田中
電話帳：名前

漢＋

＋

決定
登録

1212：3434

田中
新規登録

タナカ
0312345678
＜電話番号２＞
＜電話番号３＞
グループ１

１
２
３
４
５
６

電話帳
登録しています
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◆電話番号を追加する

1番番号号をを追追加加すするる名名前前をを選選
択択ししまますす。。
P105-106の手順で選択できます。

2 ［［編編集集］］をを選選択択ししまますす。。

3空空いいてていいるる電電話話番番号号をを選選
択択ししまますす。。

4電電話話番番号号をを登登録録ししまますす。。
登録操作は新規登録の手順8～
10と同じです。（→P102）

5 「「登登録録」」をを選選択択ししまますす。。

PHS

一覧
編集 サブメニュー

1212：：3434
電話番号詳細

公衆

鈴木
スズキ
グループ１

１ ２ ３

0312345678

＋＋

決定
登録

1212：：3434

鈴木
編集

スズキ
0312345678
＜電話番号２＞
＜電話番号３＞
グループ１

１
２
３
４
５
６

決定
登録

1212：：3434

鈴木
新規登録

スズキ
0312345678
＜電話番号２＞
＜電話番号３＞
グループ１

１
２
３
４
５
６

＋＋

決定
戻る 引用

1212：：3434
電話番号１

電話番号を
入力してください

0311111111

決定
登録

1212：：3434

鈴木
新規登録

スズキ
0312345678
0311111111
＜電話番号３＞
グループ１

１
２
３
４
５
６

電話帳
登録しています

＋＋
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◆電話番号を変更する

1 変更する番号を選択し ます。
P105-106の手順で選択できます。

2 ［編集］を選択し ます。

3 変更す る電話番号を選択
し ます。

4 電話番号を変更し ます。
以前の番号はクリアボタンを長く

（1秒以上）押すと消去できます。
入力操作は新規登録の手順8～
10と同じです。（→P102）

5 ［登録］を選択し ます。

PHS

一覧
編集 サブメニュー

1212：3434
電話番号詳細

公衆

鈴木
スズキ
グループ１

１ ２ ３

0312345678

＋

決定
登録

1212：3434

鈴木
編集

スズキ
0312345678
＜電話番号２＞
＜電話番号３＞
グループ１

１
２
３
４
５
６

決定
登録

1212：3434

鈴木
編集

スズキ
0312345678
＜電話番号２＞
＜電話番号３＞
グループ１

１
２
３
４
５
６

＋

決定
戻る 引用

1212：3434
電話番号１

電話番号を
入力してください

0322222222

＋

決定
登録

1212：3434

鈴木
編集

スズキ
0322222222
＜電話番号２＞
＜電話番号３＞
グループ１

１
２
３
４
５
６
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1

◆電話帳を削除する
登録し た電話帳を1件ご と削除できます。

1 削除す る電話帳 を選択 し
ます。
P105-106の手順で選択できます。

2 ［サ ブ メ ニ ュ ー］を 選択 し
ます。

3 ［1件削除］を選択し ます。

4 「YES」を選択し ます。

PHS

詳細
Page▼
グループ

Page▲
サブメニュー

1212：3434

鈴木
あ か さ た な
１

＋

詳細
Page▼
グループ

Page▲
サブメニュー

1212：3434

鈴木
あ か さ た な
１

１
２
３

５
６

新規登録
編集

サブメニュー

メール作成

全件削除
登録件数表示

４ 1件削除

詳細
Page▼
グループ

Page▲
サブメニュー

1212：3434

鈴木
あ か さ た な
１

１
２
３

５
６

新規登録
編集
メール作成

全件削除
登録件数表示

４ 1件削除

サブメニュー

＋

詳細
Page▼
グループ

Page▲
サブメニュー

1212：3434

鈴木
あ か さ た な
１

１
２
３

５
６

新規登録
編集
メール作成

全件削除
登録件数表示

４ 1件削除

サブメニュー

１件削除を
実施しますか？
ＹＥＳ
ＮＯ

＋
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● 電話帳をロ ッ ク し た状態で電話帳の操作を し よ う とする と「電話帳ロ ッ ク中で
す」と 表示 さ れ、電話帳を参照 し た り（→P105-106）登録・修正（→P100, 108）が
できな く な り ます。

● 電話帳のロ ッ ク を解除する と きは、同じ手順で操作を し、手順の5で「電話帳ロ ッ
ク解除を実施し ますか？」とい う画面が表示されるので、「YES」を選択し ます。

ワンポイント
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5 呼出番号を入力し ます。
1～7999の任意の数字を入れます。

受信準備が整い、「受信中」と表示されます。
正常に送受信が終了すると「受信完了」と表示されます。「受信失敗」と表示さ
れた場合は 初からやり直してください。

● 電話帳転送は受信側の電話帳データ をすべて消去し てから操作する こ と をおすすめし ます。
● 登録可能件数や項目、1件あた りの登録可能番号のちがいなど、相手の機種によ っ

ては本電話機と電話帳データ を う ま く やり と り できない場合があ り ます。登録可
能件数等の少ない機種にあわせて転送し て く だ さい。

● 転送時間の目安は、以下と な り ます。
本電話機から本電話機への転送　約2分から3分
YN20-5000NVから本電話機への転送　約2分から3分
本電話機からYN20-5000NVへの転送　約10分

決定

1212：3434

呼出番号 (1 ～ 7999) を
入力してください

2

呼出番号

＋

重要

ワンポイント
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5 電話機の暗証番号を入力し ます。

6 受信側と同じ呼出番号を入力し ます。

「送信中」と表示され送信が始まります。
正常に送受信が終了すると「送信完了」と表示されます。「送信失敗」と表示さ
れた場合は 初からやり直してください。

● 呼出番号は、送信側、受信側と も同じ番号を設定し て く だ さい。
● 電話帳ロ ッ ク時は転送できません。
● 一部の記号（ 、 、 、 ）がスペースに変わり ます。
● フ リ ガナがない電話帳データは、転送後削除されます

● 転送中に を押すと転送を中断できます。そのと き、送信側には「中止し ま し
た」と表示され、受信側には「受信失敗」と表示されます。

1212：3434
電話帳転送

暗証番号を入力
＿ ＿ ＿ ＿

＋

決定

1212：3434

呼出番号 (1 ～ 7999) を
入力してください

2

呼出番号

重要

ワンポイント
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PBX機能でできること

本電話機を事業所 コ ー ド レ スシス テムで使用する場合、PBX（構内交換
機）の元で発信や着信な どのサービ ス を受ける こ と にな り ます。PBXに
は、ロー ミ ング機能やVoiceMail（通話録音装置）連動、転送/キャ ン プオン
などに対応し ている ものもあ り、対応し ているPBX機能については、本電
話機でも利用する こ とができます。

◆ソフトキーとは
画面の下部に表示される機能メ ニューで、VoiceMail（通話録音装置の音声
メ ール）や転送機能などのPBX機能や メ イ ン メ ニュー表示など、本電話機
で利用できる機能を選択できます。

機能キーの上下ボ タ ン を押す と、画面に表示されている ソ フ ト キーの機
能が切り替わり ます。
利用し たい機能を ソ フ ト キーに表示させ、F1キー、F2キー、機能キーの中
央で決定し ます。3つの選択ボ タ ンはそれぞれ、画面に表示されている ソ
フ ト キーの位置（左上、中央、右上）に対応し ています。

ソフ ト キーの使用方法

聞き取り

　モード　

　ピック　
パーク

　電話帳　

1212：3434

1212 3434
20002000
ＯＳ１ＯＳ１

12月3012月30日（  ）日（  ）日

ソフトキー
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1

ソ フ ト キーに表示されるサービスは、ソ フ ト キーモード によ り異な り ます。
ソ フ ト キーは、以下のモー ド で使用し ている場合に表示されます。
● OS1
● OS2
● OS3
● OS自動
● 公衆優先
● OS優先

● ソ フ ト キーに表示される各機能の表示位置（左上 / 中央 / 右上）は、ソ フ ト キー
モー ド の設定によ って異な り ます。
し たがって、本章での設定手順の画面は、実際の表示と異なる場合があ り ます。

● F1キー、F2キーに、よ く 使 う ソ フ ト キーの機能を割り当てる こ とができます。

ワンポイント
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PBX機能を設定する（ソフ ト キー）

「VoiceMail連動」、「転送/キャ ンプオン」、「割り込み」、「グルーピング」、「ホ
テル機能」を利用するには、ソ フ ト キーモー ド の設定が必要です。また、
PBX側での設定が必要なため、設定方法については工事・保守者にお問い
合わせ く だ さい。

◆有効になっている機能を確認する
PBX機能は、電話機の画面に表示されている ソ フ ト キーで操作し ます。ソ
フ ト キーに表示されている機能を、機能キーの上下ボ タ ンで確認し て く
ださい。

※「通話録音」「ウェイト」「会議」「割り込み」「割込拒否」は、
発信および着信後に表示される機能です。

表示キー 機能

聞き取り VoiceMail（通話録音装置の音声メッセー
ジ）を聞く

通話録音 通話録音をする

録音転送 すべての着信を通話録音装置へ転送する

不在転送 すべての着信を転送する

話中転送 通話中の着信を転送する

圏外転送 圏外または電源OFF時の着信を転送する

不応答転 一定時間不応答の着信を転送する

転先不在 離席時に移動先の電話機から転送設定がで
きる

キャンプ 呼び出し先が通話中のとき通話が終わり次
第呼び出しがある

会議 通話中に他者を呼び出し三者通話を行う

着信拒否 着信を規制する

割込拒否 割込通話を規制する

割り込み 通話中の内線に接続する

ウェイト 相手通話中に割り込み音を送る

ピック グループ内の他の番号への着信に応答する

シェア 本電話機と多機能電話機が1つの電話番号
を使用する

パーク 保留した通話に別の電話機から応答する

客室状態 客室状態を設定する

発信制限 発信を制限する

着信制限 着信を制限する

聞き取り

　モード　

　ピック　
パーク

　電話帳　

1212：3434

1212 3434
20002000
ＯＳ１ＯＳ１

12月3012月30日（  ）日（  ）日

ソフトキー
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各各機機能能でで表表示示さされれるるソソフフ トトキキーー

機能項目名 表示されるソフ トキー

VoiceMail連動 ［聞き取り］［通話録音］［録音転送］

転送/キャンプオン ［不在転送］［話中転送］［圏外転送］［不応答転］［転先不在］
［キャンプ］［会議］

割り込み ［着信拒否］［割込拒否］［割り込み］［ウェイト］

グルーピング ［ピック］［シェア］［パーク］

ホテル機能 ［客室状態］［発信制限］［着信制限］

● PBXが対応していない機能は利用できません。PBXが対応しているか確認して
から機能を設定して ください。

● 各機能の操作、設定方法については、PBX側のマニュアルを参照して く ださい。
● コールピックアップ（ピッ ク）をした場合には、着信番号は表示されません。
● 「VoiceMail連動」とは通話録音装置の音声メール機能を利用することです。

ワンポイント
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PBX間のローミング機能を利用する

本電話機は通常、1つのPBX（構内交換機）の元で使用するため、他の会社
や事業所では使用できません。しかし、PBX間ロー ミ ング機能を利用すれ
ば、他の会社や事業所に出かけた場合で も、そこに設置されたPBXの内線
電話機と し て使用する こ とができます。この場合、それぞれのPBXがロー
ミ ング機能に対応し ている必要があり ます。
ロー ミ ング機能を利用する と、次のよ う な便利な使いかたができます。

例）本社と支社でPBX間ロー ミ ングを し ている場合の使用例

※ PBXによっては、本機能は使えません。お買い求めになった販売店へお問い合わせください。

本社の専用線接続番号：123 支社の専用線接続番号：134

本社 支社

本社のAさんの内線番号：1001
本社のYさんの内線番号：1002

支社のBさんの内線番号：2001

本社のAさんとYさんは、内線番号だけで通話できます。
本社と支社間の通話は、接続番号を前につけます。

本社の専用線接続番号：123 支社の専用線接続番号：134

本社 支社

AさんもBさんも、Yさんが本社にいるときと同じように電話をかけます。
Yさんは、同じ支社内にいるBさんへは内線番号だけで、本社にいるAさんには接続番号を
つけて電話をかけなければなりません。

● ロー ミ ング中は、待受画面にRM と表示されます。

通常の状態

［1002］

［1001］
［1002］［1001］ ［2001］

［134-2001］

［123-1002］

本社のY さんが支社にいる場合

［1002］

［1002］

［1001］ ［2001］
［123-1002］［123-1001］

［2001］

ワンポイント

　ピック　

　モード　

　3000　
メニュー

　電話帳　

1212：3434

1212 3434
20002000
ＯＳ１ＯＳ１

12月3012月30日（  ）日（  ）日
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5
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1

3 ＜暗証番号変更＞を選択
し ます。

4 現在の暗証番号 を入力 し
ます。

5 新 し い暗証番号を 入力 し
ます。
新しい暗証番号は、2回入力しま
す。

6 暗証番号が変更されます。

決定

1212：3434

パスワードロック
セキュリティ

キーロック
暗証番号変更
完全消去＋初期化

１
２
３
４

＋

1212：3434
暗証番号変更

暗証番号を入力
＿ ＿ ＿ ＿

1212：3434
暗証番号変更

新しい暗証番号を入力
＿ ＿ ＿ ＿

1212：3434
暗証番号変更

暗証番号を
変更しました

● 設定した暗証番号は、メモを取るなどしてお忘れにならないようお気をつけください。

重要
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1

5 宛先の電話番号 を入力 し
ます。
引用キー（F2 キー）を押すこと
で、電話帳または発信履歴、着信
履歴から送信先を入力できます。

6 ［決定］を押し ます。

7 ＜本文＞を選択し ます。

8 本文を入力 し、［決定］を押
し ます。

9 ［送 信］を 押 し、送 信 し ま
す。

決定
戻る 引用

1212：3434

電話番号を
入力してください

宛先入力

決定
戻る 引用

1212：3434

電話番号を
入力してください

1234

宛先入力

決定
送信 引用

1212：3434

1234
メール作成

＜本文＞

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

90残

本文入力

漢

＋

決定
送信 引用

1212：3434

1234
メール作成

こんにちわ
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● 通話中は、メールの送信ができません。
● 相手の電話機の状態が、留守番電話サービス中、電源が入っていない、通話圏外、通話中

の時は、メールを送信しても相手に受信されません。
● 相手の電話機がシンプルメール、ライ ト メール非対応の場合は、メールを送信しても通

常の着信動作を行います。
● 絵文字、アニメーショ ンには対応していません。

● 文字を挿入する と きは、左右の機能キーを使用し て カーソルを移動し ます。文
字の入力方法は、「文字の入力操作」を参照し て く だ さ い。（→P89）

重要

ワンポイント
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● メ ールの着信を知らせる着信LEDは受信フ ォルダを開 く と消えます。
● 待受画面から、機能キーを左に2回押す操作でも、受信メ ールのフ ォルダに移動

できます。
● 一覧の右側の「未」は未読を、「保」は保護を表し ます。
● メ ールアイ コ ンは、すべてのメ ールが既読になる と消えます。
● 受信メ ールは100件保存し ます。100件を超える と古い メ ールから自動的に削除

されます。
● 受信 メ ールに対し て、サブ メ ニューから以下の対応

が選択できます。
返信
転送
電話帳登録
保護/保護解除
1件削除
全件削除

ワンポイント

返信 サブメニュー

1212：3434

1234
こんばんは

12/30  20:30

１
２
３

５
６

サブメニュー

４

返信
転送
電話帳登録
保護 /保護解除
1件削除
全件削除
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● 待受画面から、機能キーを右に2回押す操作でも送信フォルダに移動できます。
● 送信メールは100件保存されます。100件を超えると古いメールから自動的に削除

● 一覧の右側の「未」は未送信を表します。

ワンポイント
されます。
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5 ＜ア ラ ーム時刻＞を選択
し ます。

6 アラーム時刻を設定し ます。

7 ＜繰り返し＞を選択し ます。

8 ア ラ ーム を何回鳴 ら すか
を設定し ます。

9 ＜ア ラームON/OFF＞を選
択し ます。

決定

1212：3434

アラームＯＮ/ＯＦＦ
アラーム 1

アラーム時刻
繰り返し

１
２
３＋

決定

1212：3434
アラーム時刻設定

1212：34＋

決定

1212：3434

アラームＯＮ/ＯＦＦ
アラーム 1

アラーム時刻
繰り返し

１
２
３＋

１回 １回のみアラームを鳴らし
ます。

月～金 月曜日～金曜日にアラーム
を鳴らします。

土日 土曜日、日曜日にアラームを
鳴らします。

曜日指定 お好きな曜日を指定してア
ラームを鳴らします。

決定

1212：3434

１回
メインメニュー

月～金
土日
曜日指定

１
２
３
４

＋

決定

1212：3434

アラームＯＮ/ＯＦＦ
アラーム 1

アラーム時刻
繰り返し

１
２
３

＋
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1

10 アラームをONに設定し ます。

決定

1212：3434

ＯＮ
アラームＯＮ/ＯＦＦ

ＯＦＦ
１
２＋
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1

5 「ON」を選択し ます。
留守録/ドライブを利用しないときは「OFF」を選択します。

「留守録/ドライブ」を「ON」にすると画面に が表示されます。

決定

1212：3434

ＯＮ
ドライブモード

ＯＦＦ
１
２

＋
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～電話がかかっ て く る と～
• 「留守録/ ド ラ イブ」を「ON」にし た状態で電話がかかって く る と、自動的

に応答し ます。
• 相手には「ただいま電話に出る こ とができません。発信音のあ と にお名

前と ご用件をお話し く ださい。」とい う応答メ ッ セージが流れます。
• 応答 メ ッ セージ再生中や留守録録音中で も を

押す と 電話に出 ら れます。録音中に応答 し た場合
は、応答するまでに録音し た音声が保存されます。

• すでに留守録が 3 件録音されている場合は、「ただい
ま電話に出る こ とができ ません。のちほどおかけ直
し く だ さい。」とい う応答メ ッ セージが流れます。

• 留守録が録音される と が表示されます。
1件録音 さ れる と 、2件録音 さ れる と にな り ま
す。

● 留守録/ ド ラ イブは、 ボタ ンを長押しする こ と でもONにする こ とができます。

　ピック　

　モード　

　3000　
メニュー

　電話帳　

1212：3434

1212 3434
20002000
ＯＳ１ＯＳ１

12月3012月30日（  ）日（  ）日

ワンポイント
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5 ＜明る さ＞を選択し ます。

調整後は決定を押すことで前の画面に戻ります。

決定

1212：3434

１
明るさ

２
３
４
５

１
２
３
４
５

＋
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◆Fキー機能
本電話機は、2つのフ レキシブルキー（ Ｆ キー）を備えています。Fキーを押
す と、あらかじめ設定し た発信先にワン タ ッ チで発信する こ とができま
す。
また、Ｆ キーに番号を設定する こ とができます。
F1とF2それぞれに、1つずつ事業所コー ド レスシステムの特番やよ く 電話
する相手番号を設定する こ とができます。

1 発信し たい番号が登録されているFキーを押し ます。
Fキーに登録されている番号に発信されます。

2 相手の方が出たらお話し く だ さい。

● 発信中に を押すと発信を中断できます。

Fキーを使って発信する

サブメニュー

1212：3434
ダイヤル中

公衆

09012345678

ワンポイント
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5 ＜ワ ン タ ッ チ ダ イ ヤル＞
を選択し ます。

6 表示名を選択し ます。

7 表示名を入力し ます。
ソフトキーに表示させる名称を
入力します。

8 電話番号を選択し ます。

9 F キーに設定する電話番号
を入力し ます。
Fキーに電話番号が設定されま
す。
設定後、Fキーを押すことにより
設定した電話番号に発信すること
ができます。

決定

1212：3434

ワンタッチダイヤル
Ｆ１

ＰＢＸソフトキー
１
２＋

決定

1212：3434

表示名
ワンタッチダイヤル

電話番号
１
２

＋

決定
文節←

文字

文節→

全半角

1212：3434

  4残

1234
表示名入力

漢

＋

決定

1212：3434

表示名
ワンタッチダイヤル

電話番号
１
２

＋

引用
決定

戻る

1212：3434
電話番号入力

1234

＋
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1

● デュアルモー ドの場合、優先し ているモー ド以外に発信する こ とができません。
モー ド を切り替えてから使用し て く ださい。

● Fキーには、PBX機能を割り当てる こ と もできます。メ イン メ ニュー→＜6.各種設
定＞→＜2.Fキー設定＞→＜1.F1＞/＜2.F2＞→＜2.PBXソ フ ト キー＞を選択 し、
割り当てたいPBX機能を選択し ます。

ワンポイント
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1

5 「ON」または「OFF」を選択し ます。

● ク イ ッ ク終話がONのと きにACアダプ タ を差し込むと、電話機を充電台に置いたと き と
同様の動作を し ます。また、ク イ ッ ク応答がONのと きにACアダプ タ を抜 く と、充電台か
ら電話機を取ったと き と同様の動作を し ます。

● キーロ ッ ク中はク イ ッ ク応答が無効にな り ます。
● ク イ ッ ク応答がONのと き、着信中に電話機にAC アダプ タ を差し込む、または、

充電台に置 く と ク イ ッ クサイ レン ト 動作と な り ます。

決定

1212：3434

ＯＮ
クイック応答

ＯＦＦ
１
２＋

ワンポイント

重要
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1

5 「有効」または「無効」を選択し ます。
「有効」は定期的にパスワードロックが機能します。
パスワードロックを使用しないときは、「無効」を選択します。

選択した内容により、画面に「パスワードロックを有効にしました」または、
「パスワードロックを無効にしました」の文字が表示されます。

1 暗証番号を入力し ます。

一定時間が経過すると自動的にパスワードロック中に戻ります。

● パスワー ド ロ ッ クの設定は、電源を切っても解除されません。
● パスワー ド ロ ッ ク中は、緊急通報（110番、118番、119番）もご利用できません。

● デ ィ スプレ イの点灯時間を設定する（→ P149）で設定し た時間が経過し たあ と
に、再びパスワー ド ロ ッ ク中と な り ます。

決定

1212：3434
パスワードロック設定
有効
無効

１
２

＋

パスワー ド ロックを一時的に解除する

1212：3434

1212 3434
20002000
ＯＳ１ＯＳ１

12月3012月30日（  ）日（  ）日
パスワードロック中

重要

ワンポイント
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1

ボタン操作の機能

直接のボタ ン操作で、以下の機能が設定できます。

◆キーロック
移動時の誤ったボタ ン操作を防止する機能です。
キーロ ッ ク を設定する と、電話を受ける と切る 、機能キーの中央を
長押し（無効設定の解除）および電源を切る以外操作ができな く な り ます。

1 待受画面で機能キーの中央を長 く （1秒以上）押し ます。

画面に「キーロック中」が表示されます。キーロック中に電話を受ける場合は、
を押します。

電話帳参照： （→P105） 留守録/ドライブ： 長押し（→P142）

マナーモード： 長押し（→P81） モード選択： （モード）長押し（→P52）

キーロック： 長押し（→P163） ポーズ入力： 長押し（→P64）

発信番号付加機能:番号＋ （→P165）

キーロックに設定する

1秒
以上

1212：3434

1212 3434
20002000
ＯＳ１ＯＳ１

12月3012月30日（  ）日（  ）日
キーロック中

メニュー長押しで解除
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1機機能能キキーーのの中中央央をを長長くく （（11秒秒以以上上））押押ししまますす。。

待受画面に戻ります。

● キーロックは、メ インメニュー→＜7. セキュリテ ィ＞→＜2.キーロック＞を選
択しても設定できます。

キーロックを解除する

1秒
以上

　ピック　

　モード　

　3000　
メニュー

　電話帳　

1212：：3434

1212 3434
20002000
ＯＳ１ＯＳ１

12月3012月30日（  ）日（  ）日日

ワンポイント
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1

◆発信番号付加機能
発信先の電話番号を表示し た状態で機能キーの中央を押すこ と で指定で
きる機能です。

1 相手先の電話番号を入力
し ます。
電話帳や着信/発信履歴から検索
することもできます。

2 ［サ ブ メ ニ ュ ー］を 押 し ま
す。

3 機能を選択し ます。

※ 公衆サービスを利用して電話をかけるときのみ有効です。

サブメニュー

1212：3434
ダイヤル中

公衆

09012345678
サブメニュー

1212：3434
ダイヤル中

公衆

09012345678

１
２
３

５
６

外線番号付加
１８４付加

サブメニュー

１８６付加

分計発信
電話帳登録

７ メール作成

４ 特別番号付加

＋

サブメニュー

1212：3434
ダイヤル中

公衆

09012345678

１
２
３

５
６

外線番号付加
１８４付加

サブメニュー

１８６付加

分計発信
電話帳登録

７ メール作成

４ 特別番号付加

外線番号付加 ＜外線発信番号登録＞で登録してある外線発信番号を付加します。

184付加設定　※ 「184」（発信者番号非通知）を付加します。

186付加設定　※ 「186」（発信者番号通知）を付加します。

特別番号付加 入力した番号を付加します。

● 表示される機能は、有効と なっ ているモー ド や他の機能の設定などで表示され
ない場合があ り ます。

● 付加される番号は、表示されている電話番号の前に自動的に付きます。ワンポイント
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ト ランシーバとして使う

ト ラ ンシーバ通話は、両方と も同じ、事業所コー ド レスシステムサービス
対応機器に登録されている電話機ど う し でのみ利用できます。それぞれ
の電話機を「 ト ラ ンシーバモー ド」に設定すれば、登録先の接続装置等の
ない場所でも電話機ど う し（2台）でお話し できます。（3台以上で同時に通
話する こ とはできません。）
通話できる距離は見通し距離で約100m以内です。

◆トランシーバモードでできること

（1） を押し、続けて相手の内線番号を入力し ます。
（2） 接続されたらお話し し ます。
（3） お話しが終わったら を押し ます。

呼び出し を受ける
（1） 着信音が鳴り、着信ラ ンプが点滅し ます。
（2） を押し ます。
（3） お話しが終わったら を押し ます。

● 電波環境の悪い場所では、100m 以内でも通話が切れる こ とがあ り ます。また、電
波が届 く 範囲から外れても通話が切れます。

● ト ラ ンシーバモー ド で呼び出す際は、事業所コー ド レスシステムモー ド で設定
されている内線番号で呼び出せますが、＜ ト ラ ンシーバ登録＞で呼び出し番号
を設定する こ と もできます。（→P167）

● ト ラ ンシーバモー ド の待受中はアンテナマーク（ ）は表示されません。

相手を呼び出す

重要

ワンポイント
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1

3 ＜ ト ラ ン シーバ登録＞ を
選択し ます。

4 「送信」を選択し ます。

5 受信側 と 同 じ 暗証番号を
入力し ます。

6 内線番号を変更し ます。
元の番号を消去し、新しい呼び出
し番号を1～7999の数字で入
れます。
受信側とは異なる番号にしてく
ださい。

「送信中」と表示され送信が始ま
ります。

決定

1212：3434

画面設定
各種設定

Ｆキー設定
ツータッチダイヤル
外線発信番号
エニーキーアンサ
クイック機能
公衆機能

１
２
３
４
５
６
７
モードネーム設定８
トランシーバ登録９

＋

決定

1212：3434

送信
トランシーバ登録

受信
登録消去

１
２
３＋

決定

1212：3434
通信用暗証番号

暗証番号を
入力してください

0000

＋

決定

1212：3434
内線番号

内線番号 (1 ～ 7999) を
入力してください

1111

＋

● 設定以降は、ト ラ ンシーバモー ド の呼び出し番号が変更し た番号にな り、元の
番号では呼び出せな く な り ます。

● 呼び出し番号を元に戻し たい場合は、手順4で「登録消去」を選択し て く だ さい。重要
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1

5 「ON」または「OFF」を選択し ます。

決定

1212：3434

ＯＮ
発信者番号通知

ＯＦＦ
１
２＋
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◆料金分計サービス
料金分計サービスは、分計発信の指定をした通話料金の請求先を通常と
は別にすることができるワイモバイルが提供するサービスです。
ご利用に際しては、別途お申し込みが必要です（有料）。

1分分計計発発信信ししたたいい電電話話番番号号
をを入入力力ししまますす。。

2 ［［ササブブ メメ ニニュューー］］をを押押しし まま
すす。。

3分分計計発発信信をを選選択択ししまますす。。
分計発信を選択した時点で、分計
発信されます。

サブメニュー

1212：：3434
ダイヤル中

公衆

09012345678

サブメニュー

1212：：3434
ダイヤル中

公衆

09012345678

１
２
３

５
６

外線番号付加
１８４付加

サブメニュー

１８６付加

分計発信
電話帳登録

７ メール作成

４ 特別番号付加

サブメニュー

1212：：3434
ダイヤル中

公衆

09012345678

１
２
３

５
６

外線番号付加
１８４付加

サブメニュー

１８６付加

分計発信
電話帳登録

７ メール作成

４ 特別番号付加

＋＋

● 分計発信で発信した、次の発信では分計発信は解除されます。

ワンポイント
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◆留守番電話サービス
電源を切っているときや、圏外にいるときに電話がかかってきた場合、留
守番電話センターで相手のメ ッセージを録音し、あとで聞く こ とができ
ます。
留守番電話サービスはワイモバイルの付加サービスです。
ご利用に際しては、別途お申し込みが必要です（有料）。
公衆モードで通話を終了したときにメ ッセージが録音されていると、
• 「メ ッセージあり」と表示します。
• 着信ランプがゆっ く り点滅します。
( メ ッセージウェイテ ィングランプ)

● メ ッセージの再生などの操作については、留守番電話サービスに契約されたと
きのマニュアルをご覧く ださい。

● 「メ ッセージあり」の表示はメ ッセージを再生したあとで消えます。ただし、電
池を取り外すと メ ッセージを再生していな く ても表示されな く なります。

ワンポイント
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1

5 ＜公衆電話発信＞を選択
し ます。

6 「ON」ま た は「OFF」を 選 択
し ます。

決定

1212：3434

指定番号着信拒否
着信拒否

拒否リスト
ユーザ非通知
公衆電話発信

１
２
３
４
通知不可能５

＋

決定

1212：3434

ＯＮ
公衆電話発信

ＯＦＦ
１
２＋
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6 拒否番号 を入力す る欄 を
選択し ます。

7 拒否番号を入力し ます。

決定
削除

1212：3434
拒否リスト

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

＋

1212：3434
拒否番号入力

0312345678
決定

戻る 引用

＋

● 電話番号入力時に“*"が使用できます。
例：「070*」と 登録すると「070」で始まる番号はすべて着信拒否されます。
注意：“*”は先頭には入力できません。

“*”以降にはダイヤルを入力できません。
ワンポイント
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3 ＜公衆機能＞を選択し ます。

4 ＜安全運転モー ド ＞を 選
択し ます。

5 設定するモード を選択し ます。

決定

1212：3434

画面設定
各種設定

Ｆキー設定
ツータッチダイヤル
外線発信番号
エニーキーアンサ
クイック機能
公衆機能

１
２
３
４
５
６
７
モードネーム設定８
トランシーバ登録９

＋

決定

1212：3434

発信者番号通知
公衆機能

着信拒否
安全運転モード
リモートロック

１
２
３
４

＋

決定

1212：3434

電話機応答録音
安全運転モード

電話機応答
ネットワーク応答録音
ネットワーク応答

１
２
３
４

＋
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5 パスワー ド を入力し ます。

6 ＜許可パス ワー ド ＞を 選
択し ます。

7 許可パス ワー ド を入力 し
ます。1212：3434

リモートロック

暗証番号を入力
＿ ＿ ＿ ＿

決定

1212：3434

許可パスワード
リモートロック

サブアドレス起動
ライトメール起動

１
２
３＋

1212：3434
許可パスワード

許可パスワードを
4～ 8桁入力して下さい

1111
決定

戻る 削除

＋
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6 ＜サブ ア ド レ ス起動＞ も
し く は＜ ラ イ ト メ ール起
動＞を選択し ます。

7 ＜許可番号＞を 選択 し ま
す。

8 許可番号を 入力す る欄 を
選択し ます。

9 許可番号を入力し ます。

10 を押 し てから＜起動
許可＞を選択し ます。

11「ON」ま た は「OFF」を 選 択
し ます。

決定

1212：3434

許可パスワード
リモートロック

サブアドレス起動
ライトメール起動

１
２
３＋

決定

1212：3434

許可番号
サブアドレス起動

起動許可
１
２

＋

決定
削除

1212：3434
許可番号

１
２
３＋

1212：3434
許可番号

09012345678
決定

戻る 引用

＋

決定

1212：3434

許可番号
サブアドレス起動

起動許可
１
２

＋

決定

1212：3434

ＯＮ
起動許可

ＯＦＦ
１
２＋



87

66

6
メ ンテ
ナンス
1

メ ンテナンス

メ ニュー機能一覧........................... 188

オプシ ョ ン.......................................... 193

オプション紹介 .........................................193

故障かな? と思ったら ................... 194

索引......................................................... 198

仕様......................................................... 201

本体..................................................................201

アフ ターサービスについて ....... 202

保証について..............................................202

アフターサービスについて.................202



188

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

メ
ニ
ュ

機
能
一
覧

ー

6
メ ンテ
ナンス
メニュー機能一覧

機能はソ フ ト キーの［メ ニュー］を選択し た と きに表示される メ ニューか
ら選択できます。
機能の中に「機能番号」がついている ものは、［メ ニ ュー］を選択し た後に
その数字を入力する こ とによ っても、機能を呼び出せます。

メ イ ン メ ニュー 機能メ ニュー 機能番号 機能の概要 ご購入時の設定 参照ページ

メール 受信フォルダ + + 受信したメールを表示
します。

なし P131

送信フォルダ + + 送信したメールを表示
します。

なし P133

メール作成 + + メール作成をします。 － P128

送達確認音 + + 送信したメールが相手
に到達した際に確認音
を出すかを設定します。

ON P135

着信メール表示 + + メールを着信した際に
表示します。

OFF P136

返信時引用 + + 返信時に元のメールを
引用します。

OFF P137

音/バイブレータ 着信音量 + + 着信音の音量を設定し
ます。

レベル3 P80

着信音選択 + + 着信音のメロディ、着信
LEDを設定します。

OS
　公衆着信
　（着信音1、緑）
　メール着信
　（着信音10、緑）
　OS内線着信
　（着信音2、緑）
　OS外線着信
　（着信音1、緑）
　OS専用線着信
　（着信音5、緑）
　TRS着信
　（着信音2、緑）

P78

バイブレータ + + バイブレータの設定を
します。

OFF
/パターン2

P85

マナーモード + + － － P81

マナーモード選択 + +
+

マナーモードの状態を
設定します。

バイブレータ P82

マナートーク + +
+

マナートークを設定し
ます。

ON P84

キータッチトーン + + キ ー タ ッ チ ト ー ン を
ON/OFFします。

ON P138

ハンドオーバ通知音 + + ハンドオーバ時に音を
鳴らします。

ON P88

受話音量 + + 受話音量を変更します。 レベル3 P75

マイク音量 + + マイクの音量を設定し
ます。

NORMAL P77

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー
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メ イ ン メ ニュー 機能メ ニュー 機能番号 機能の概要 ご購入時の設定 参照ページ

電話帳 電話帳 + + 電話帳を参照したり登
録します。

なし P99

電話帳参照 電話帳を参照します。 － P105

グループ名設定 + + 電話帳のグループ名を
設定します。

なし P103

新規登録 + + 電話帳を登録します。 － P100

電話帳ロック + + 電話帳をロックします。 なし P113

登録件数表示 + + 電話帳の登録件数を表
示します。

－ P104

電話帳転送 + + 電話帳を他の電話機に
転送します。

－ P115

全件削除 + + 電話帳を全削除します。 － P112

時計/アラーム 日付時刻設定 + + 日付や時刻を設定します。00:00
2013/01/01

P46

アラーム + + アラームを設定します。 なし P139

バックアップ時刻設定 + + バックアップ時刻を設定
します。

03:00 －

留守録/ドライブ 留守録再生 + + 留守録を再生します。 なし P145

留守録消去 + + 留守録を消去します。 なし P146

留守録/ドライブ + + － － P142

ドライブモード + +
+

ドライブモードをON/
OFFします。

OFF P142

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー
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メインメニュー 機能メニュー 機能番号 機能の概要 ご購入時の設定 参照ページ

各種設定 プロフィール + プロフィールを表示し
ます。

－ P44

画面設定 + + － － －

明るさ + +
+

画面の明るさを設定し
ます。

5 P147

点灯時間 + +
+

画面の点灯時間を設定
します。

20秒 P149

キーバックライト + +
+

キーのバックライトを
ON/OFFします。

ON P150

内線番号表示 + +
+

待受画面に内線番号を
表示します。

Fキー設定 + + F1、F2の2つのキーに任
意の番号を登録します。

なし P152

ツータッチダイヤル + + ツータッチダイヤルす
る番号を登録します。

なし P156

外線発信番号 + + － － P58

外線発信番号 + +
+

外線発信番号を登録し
ます。

0 P58

自動付加 + +
+

外線発信番号を自動で
付加する機能です。

OFF P60

エニーキーアンサ + + エニーキーアンサを
ON/OFFします。

ON P157

クイック機能 + + － － P158

クイック応答 + +
+

充電台から持ち上げた
だけで通話できる機能
をON/OFFします。

OFF P158

クイック終話 + +
+

充電台に置いただけで
終話できる機能をON/
OFFします。

OFF P158

公衆機能 + + － － P170

発信者番号通知 + +
+

発信者番号を通知する
かを設定します。

ON P170

着信拒否 + +
+

着信拒否を設定します。指定番号着信拒
否：OFF
拒否リスト：なし
ユ ー ザ 非 通 知：
OFF
公 衆 電 話 発 信：
OFF
通知不可能：OFF

P174

安全運転モード + +
+

安全運転モードを設定
します。

電話機応答録音 P181

リモートロック + +
+

電話機紛失時に、電話機
操作の禁止や保存デー
タの消去をリモートで
行う設定をします。

なし P183

モードネーム設定 + + モード名を変更します。 OS1、OS2、
OS3、TRS

P54

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

ON P151

電源OFF確認表示 電源を切るときに確認

画面を表示します。

メニュー ON P42

不在着信画面表示 不在着信時に不在着信

画面を表示します。

メニュー ON P67

+ +
+

+ +
+
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・ のついている機能は、「設定リセット」（→ P162）でご購入時の設定に戻

ります。

メインメニュー 機能メニュー 機能番号 機能の概要 ご購入時の設定 参照ページ

各種設定
（つづき）

トランシーバ登録 + + － － P167

送信 + +
+

トランシーバ送信用の
呼出し番号を登録しま
す。

なし P168

受信 + +
+

トランシーバ受信用の
呼出し番号を登録しま
す。

なし P167

登録消去 + +
+

登録した呼出し番号を
消去します。

－ P169

セキュリティ パスワードロック + + ボタン操作を制限しま
す。

OFF P160

キーロック （長押し）
もしくは

+ +

ボタン操作を無効に
する機能をON/OFF
します。

OFF P163

暗証番号変更 + + 暗証番号を変更します。 0000 P126

完全消去＋初期化 + + 登録した内容を完全消
去し、初期化します。

－ P162

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

メニュー

XXX

認証情報表示 認証情報表示 認証情報を表示します。メニュー + － P45
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・ のついている機能は、「設定リセット」（→ P162）でご購入時の設定に戻

ります。

機能メ ニュー 機能番号 機能の概要 ご購入時の設定 参照ページ

着信履歴 着信履歴を参照します。なし P72

発信履歴 発信履歴を参照します。なし P72

電話帳参照 電話帳を参照します。 － P105

マナーモード （長押し） マ ナ ー モ ー ド を ON/
OFFします。

OFF P81

パスワードロック解除

（暗証番号）

パスワードロックを解
除します。

－ P160

モード切替 （長押し） モードを切り替えます。 OS1 P52

留守録/ドライブ （長押し） 留守録/ドライブをON/
OFFします。

OFF P142

グッドウェーブ機能 （長押し） 基地局に再接続します。 － P61

XXX
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オプション

◆オプション紹介
本電話機のオプシ ョ ン と し ては、次の製品が用意されています。
オプシ ョ ンについては、販売店へお問い合わせ く だ さい。

◆充電台 ◆電池パッ ク ◆電池カバー

◆ACアダプ タ
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こんな と き 原因

発生可能状態

確認し て く だ さい 参照ページ
事業所
コードレス
システム
モー ド

公衆
モー ド

ト ラ ン
シーバ
モー ド

着信音が鳴
らない
バイブレー
タが振動し
ない

モードの設定が異なっている ○ ○ ○ モードを確認してください P51

着信音量が「サイレント」になっ
ている

○ ○ ○ 着信音量を「サイレント」以外
にしてください

P80

バイブレータ設定が「OFF」
になっている

○ ○ ○ バイブレータ設定を「ON」に
してください

P85

電池の残量がなくなりかけて
いる

○ ○ ○ 充電してください P39

近くに雑音を発生する家電製
品などがある

○ ○ ○ 家電製品などから離してくだ
さい

－

電話機がオフィスの接続装置
等や公衆サービス公衆基地局
から離れすぎている

○ ○ － 接続装置等に近づいてください
PHSのサービスエリア内に
移動してください

P61

通話を切っていない ○ ○ ○ 電話機を充電台に置くか、

を押してください

P63

通話中に雑
音が入った
り、お 話 し
が途切れる

電話機がオフィスの接続装置
等や公衆サービス公衆基地局
から離れすぎている

○ ○ － 接続装置等に近づいてください
PHSのサービスエリア内に
移動してください

P61

電波の弱いところにいる ○ ○ － 電波の強いところに移動して
ください

P61

近くに雑音を発生する家電製
品などがある

○ ○ ○ 家電製品などから離してくだ
さい

－

接続装置等のアンテナを立て
ていない

○ － － アンテナを立ててください －

電話機とオフィスの接続装置
等や公衆サービス公衆基地局
との間に障害物がある

○ ○ － 場所を変えてお話してみてく
ださい

－

画面がつかな
い

液晶ディスプレイのバックラ
イトが消えている

○ ○ ○ を2回押してください。 －
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発生可能状態

確認し て く だ さい 参照ページ
事業所
コードレス
システム
モー ド

公衆
モー ド

ト ラ ン
シーバ
モー ド

相手の方の
声 が 小 さ
い、大 き す
ぎ る、ま た
はひずむ

電話音量の設定があっていない ○ ○ ○ 受話音量を切り替えてください P75-76

マイク音量の設定があってい
ない

○ ○ ○ マイク音量を切り替えてくだ
さい

P77

無 線 機 の 音
が 混 信 し て
聞こえる

近くに無線機がある ○ ○ ○ 場所を変えてお話ししてみて
ください

－

お 話 し 中 に
警 告 音 が 聞
こえる

電池の残量がなくなりかけて
いる

○ ○ ○ すみやかにお話を終わらせ
て、充電してください

P39

充 電 台 に 置
い て も 充 電
ラ ン プ が 点
灯しない

充電台のコンセントが外れて
いる

○ ○ ○ コンセントを正しく差し込ん
でください

P41

充電端子が汚れている ○ ○ ○ 乾いた布で清掃してください －

充電台に正しく差し込まれて
いない

○ ○ ○ 充電台に正しく差し込んでく
ださい

P41

電池パックが正しく入ってい
ない

○ ○ ○ 電池パックを正しく入れてく
ださい

P35

電源コードが傷んでいる ○ ○ ○ 電源をコンセントから抜いて
販売店へご相談ください

－

3 時間以上
充電しても
すぐに使え
なくなる

充電台に正しく差し込まれて
いない

○ ○ ○ 充電台に正しく差し込んでく
ださい

P41

電池パックが正しく入ってい
ない

○ ○ ○ 電池パックを正しく入れてく
ださい

P35

電池が消耗している ○ ○ ○ 電池パックを交換してください P35

触 る と あ た
たかい

充電されたため ○ ○ ○ 故障ではありません －

通 話 中 に 相
手 の 声 が 小
さくなる

受話口は非常に小さいので耳に
強く押しつけると受話口をふさ
いでしまうことがあります

○ ○ ○ 電話機を少しずらしてみるか
耳から少しだけ浮かせてみて
ください

P197

通 話 中 に 相
手 の 声 が 突
然 聞 こ え な
くなる

通話中にアンテナ（基地局）が
切り替わる時には一時聞こえ
なくなります

○ ○ － 通話したままでお待ちいただ
くとアンテナ（基地局）が切り
替わり通話できるようになり
ます

P197
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■ 通話中、相手の方の声が突然聞こえな く なる。
（または「プ ッ プ ッ プ ッ」と鳴る）

電話機（子機）は、アン テナ（基地局）と、電波を送受信し て通話し ます。一
つのアンテナで通話でき るエ リ アは限られているため、話し ながら移動
し てエ リ アの外に出た場合や、障害物の影に入った場合、電波の状態が悪
く な り、電話機の接続を別アンテナに切 り 替えます。また、移動し ていな
い場合でも、たまたま遠 く にあるアンテナを使用し ていた場合などは、電
波の伝わり方が悪 く なる と、同じ よ う に別アンテナに切り替えます。通常
はスムーズに切り替わり ますが、使用環境などの条件によ り、切り替えに
時間がかかる こ とがあり ます。この間、通話が無音状態にな り ます。

通話中、相手の方の声が突然聞こ えな く なっ ても、そのままお待ちいただ
きますと、アンテナが切り替わり相手の方と通話できるよ う にな り ます。

■ 通話中、相手の方の声が小さ く なる。
電話機の受話口は非常に小さ いので、耳に強 く 押し つけた り、耳の穴（外
耳道）からずれる と、耳（耳殻）でふさいで し ま う場合があり ます。
特に、遠 く の方と電話し ている時には、相手の方の声を よ く 聞きたいため
に、無意識のう ちに強 く 受話口を押しつけて受話口をふさいでし まいます。

通話中に相手の方の声が小さ く な っ た ら、電話機を当てる位置をずら し
た り、耳から少し浮かし てみて く だ さ い。受話口が開いて、相手の方の声
が良 く 聞こえるよ う にな り ます。

移動前のアンテナ
（基地局）の
通話エリア

移動後のアンテナ
（基地局）の
通話エリア

移動する

耳殻

受話口





認証情報表示
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仕様

仕様変更などによ り、図や内容が一部異なる場合があ り ます。ご了承 く だ
さい。

◆本体

（※）連続待受時間とは、充電完了後、電話機を充電台に置かずに、一度も通話や設定操作
をしない状態のときの時間です。
通話したり、着信音が鳴ったりすると連続待受時間は短くなります。

寸法 約45.0mm（幅）×約12.0mm（奥行）×約125.0mm（高さ）
（穴起部を除く）

質量 約95g
（電池パック含む）

使用電池 専用リチウムイオン電池
DC3.7V-880mAh 3.3Wh

充電完了時間 ACアダプタで直接充電：約180分
充電台で充電：約150分

連続通話時間
（25℃常温にて）

約6時間

連続待受時間（※）
（25℃常温にて）

約500時間
（事業所コードレスシステムモード/公衆モード）
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◆保証について
保証期間は、お買い上げ日よ り 1年間です。
この製品は付属品を含め、改良のため予告な く 製品の全部または一部を
変更する こ とがあり ますので、あらかじめご了承 く だ さい。

◆アフターサービスについて

修理を依頼される前に、この取扱説明書の「故障かな?と思ったら」をご覧
になってお調べ く だ さい。それでも調子がよ く なら ないと きは、販売店に
ご相談 く だ さい。

修理いた し ます。
* 保証期間中でも、水濡れ・結露等による腐食が発見された場合および内

部の基板が破損・変形し ている場合は修理できません。

調子が悪いときは

保証期間中は
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修理によ って機能が維持できる場合は、ご要望によ り有償修理いたし ます。

本電話機の補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の 低保有
期間は、製造打ち切り後6年間です。
この部品保有期間を修理可能期間と いた し ます。また、保有期間が経過し た
後も、故障箇所によ っ ては修理可能な場合があ り ますので、販売店等へお問
い合わせ く ださい。

● 本電話機および付属品の改造はおやめ く ださい。
・ 火災・けが・故障の原因と な り ます。
・ 改造（部品の交換・改造・塗装など）が施された場合は、改造部分を元の状

態（純正品状態）に戻し ていただいた場合のみ、故障修理のお取り扱いを
させていただきます。ただ し、改造内容によ っ ては、故障修理をお断り す
る場合があり ます。

・ 改造が原因による故障・損傷の場合は、保証期間内であっても有償修理と
な り ます。

● 本電話機に貼付されている銘板シールは、剥がさ ないで く ださい。
銘板シールには、技術基準を満たす証明書の役割があり、銘板シールが故
意に剥がされた り、貼り替えられた場合など、銘板シールの内容が確認で
きないと きは、技術基準適合の判断ができないため、故障修理をお受けで
きない場合があり ますので、ご注意願います。

● お客様または第三者などが本商品のお取り扱いを誤っ た と き、本商品の
メ モ リ などが静電気 ノ イズの影響を受けた と き、また故障修理などのと
き、まれに記憶内容が変化、消失する こ とがあ り ます。重要な内容は必ず
控えておいて く ださい。記憶内容が変化、消失し たこ とによる損害などに
ついては、当社に重大な過失、故意がない限り当社は一切その責任を負い
ませんのであらかじめご了承 く ださい。

● 各種機能の「ON/OFF」の情報は、本電話機の故障・修理・電話機などの変更
やその他の取り扱いによ っ て、リ セ ッ ト （ク リ ア）される場合があ り ます
が、当社と し ては責任を負いかねますのであらかじめご了承 く ださい。
お手数をおかけし ますが、この場合は再度、設定を行って く ださ るよ う お
願いいたし ます。

保証期間が過ぎた場合は

部品の保有期間は

お願い

電子情報の消去および各種機能の「ON/OFF」情報のリセッ トについて



MEMO
  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .



MEMO

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .

  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .



使い方等でご不明の点がございましたら、販売店等へお気軽にご相談ください。

警　告
本製品は外国為替及び外国貿易管理法の規定により規制貨物等（又は役務）
に該当する場合がありますので、日本国外に輸出する場合には同法に基づき
日本政府の輸出許可の確認が必要です。
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